
︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字

諸
儒
箋
解

古
文
真
宝
後
集
﹄

書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

︱
﹁
書
入
れ
仮
名
抄
﹂
の
機
能

︱

山

本

佐

和

子

は
じ
め
に

静
嘉
堂
文
庫
に
は
︑
漢
籍
﹃︿
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
﹀
古
文
真
宝
後
集
﹄
に

関
し
て
︑
写
本
一
点
︑
五
山
版
︵
零
本
︶
一
点
︑
古
活
字
版
三
点
︑
整
版
︵
寛

永
以
前
の
も
の
に
限
る
︶
三
点
︑
仮
名
抄
の
写
本
二
点
︵
彭
叔
守
仙
抄
︑
何
某

抄
︶
等
︑
多
く
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
る
︒
こ
の
う
ち
︑
五
山
版
は
︑
同
書
全
一

〇
巻
の
う
ち
︑
巻
一
～
四
の
み
伝
存
す
る
零
本
だ
が
︑
九
条
家
旧
蔵
と
さ
れ
︑

状
態
も
良
好
で
あ
る
︒

こ
の
五
山
版
に
は
︑
漢
文
お
よ
び
片
仮
名
表
記
に
よ
る
膨
大
な
書
入
れ
が
存

す
る
︒
例
え
ば
︑
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒

⑴
私
謂
︑
此
記
ニ
ハ
ニ
ワ
カ
大
名
ト
︑
モ
ト
ヨ
リ
ノ
﹁
大
名
ト
ヲ
論
ス
ル
ソ
︒

魏
公
ハ
モ
ト
ヨ
リ
ノ
﹂︵
補
入
︶
大
名
也
︒
蘇
秦
︑
買
臣
ハ
ニ
ワ
カ
大
名

ソ
︒
韓
公
ハ
根
本
ノ
無
限
者
ソ
︒
日
本
ナ
ラ
ハ
︑
細
川
殿
︑
畠
山
殿
等
ノ

類
ナ
ル
人
ソ
︒
一
旦
ヨ
キ
事
ニ
逢
テ
︑
俄
大
名
ニ
成
タ
ル
類
テ
ハ
ナ
キ
ト

云
事
ヲ
ツ
ヨ
ウ
ヲ
セ
ラ
ル
ヽ
ソ
︒
文
ノ
意
モ
是
ヲ
以
テ
可
㆑

見
也
︒

︵
第
二
冊
17
オ
﹁
画
錦
堂
記
﹂
書
入
れ
注
)

本
資
料
の
仮
名
注
記
は
︑
⑴
の
よ
う
に
漢
字
片
仮
名
交
り
表
記
で
文
末
が

﹁
ゾ
﹂﹁
ナ
リ
﹂
で
終
わ
る
点
で
︑
室
町
期
に
多
く
作
成
さ
れ
た
漢
籍
・
漢
文
の

注
釈
書
﹁
抄
物
﹂
の
う
ち
の
仮
名
抄
と
一
致
す
る
︒
柳
田
︵
一
九
九
八
︶
は
︑

漢
籍
・
仏
典
・
漢
文
体
の
国
書
で
︑
欄
外
上
下
や
行
間
に
こ
の
種
の
注
釈
が
書

入
れ
ら
れ
た
資
料
を
﹁
書
入
れ
仮
名
抄
﹂
と
称
し
て
︑
抄
物
の
成
立
過
程
を
解

明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
︒

本
稿
で
は
︑
当
該
資
料
の
片
仮
名
で
書
か
れ
た
抄
文
に
︑
﹁
彭
叔
守
仙
抄
古

文
真
宝
抄
﹂︵
写
本
は
︑
静
嘉
堂
文
庫
及
び
仁
和
寺
所
蔵
の
二
点
が
現
存
︒
そ

の
他
︑
古
活
字
版
︑
整
版
が
あ
る
︒
山
本
二
〇
二
一
︑
参
照
︶
と
内
容
が
共
通

す
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
報
告
し
︑
書
入
れ
仮
名
抄
と
︑
通
常
の
一
書
を
成
す

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

六
五



抄
物
と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
一
助
と
し
た
い
︒

一

当
該
資
料
の
概
要

ま
ず
︑
書
誌
を
掲
げ
る
︒

資
料
名
﹃︿
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
﹀
古
文
真
宝

後
集
﹄︵
有
欠
本
︶

存
巻
一
至
四
︑
二
冊
︒︵
静
嘉
堂
文
庫
蔵
︑
一
〇
五
架
四
三
函
・
資
料

番
号
2
6
5
6
5︶

種
類

刊
本
︵
五
山
版
︶︑
書
入
れ
抄
物

形
態

袋
綴
︒

表
紙

改
装
砥
粉
色
無
地
表
紙

料
紙

楮
紙

法
量

縦
二
七
・
三
糎

横
二
一
・
一
糎

外
題

改
装
表
紙
題
箋
墨
書
﹁
古
文
真
宝

︿
五
山
版
﹀﹂

匡
郭
﹇
五
山
版
﹈
左
右
双
辺
有
界
︑
縦
二
一
・
五
糎

横
一
六
・
一
糎

行
数
・
字
数
﹇
五
山
版
﹈
一
一
行
・
二
一
字

柱
記
﹇
五
山
版
﹈﹁
古
文
后

巻
数
﹂︑
丁
数
︑
版
心
黒
口
︑
黒
魚
尾

丁
数

第
一
冊
︵
序
・
目
録
・
巻
一
・
二
︶
補
紙
を
併
せ
て
︑
六
〇
丁

第
二
冊
︵
巻
三
・
四
︶
補
紙
と
併
せ
て
︑
四
〇
丁

刊
記
・
奥
書
・
識
語

な
し

印
記
︵
冊
首
︶
墨
丸
陽
印
︑
二
・
一
糎
︑
印
文
は
滲
み
で
判
読
不
能

備
考

�
『静
嘉
堂
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
﹄
続
編
︑
三
〇
頁
記
載
︒

�
九
条
家
旧
蔵
︵
川
瀬
一
九
七
〇
︶
︒

�
五
山
版
に
︑
抄
文
を
書
い
た
補
入
紙
を
綴
じ
合
わ
せ
て
あ
る
︒
五
山
版
の
み

の
丁
数
は
︑
第
一
冊
︵
序
︑
目
録
︑
巻
一
・
二
︶
二
四
丁
︑
第
二
冊
︵
巻

三
・
四
︶
二
〇
丁
︒

二

﹁
書
入
れ
仮
名
抄
﹂
に
つ
い
て

ま
ず
︑﹁
書
入
れ
仮
名
抄
﹂
と
い
う
資
料
群
に
つ
い
て
︑
確
認
し
て
お
き
た

い
︒
室
町
期
頃
の
漢
文
体
の
書
籍
の
上
下
欄
外
や
行
間
に
︑
い
わ
ゆ
る
抄
物
と

同
じ
文
体
の
書
入
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
︑
書
誌
学
の
研
究
や
蔵
書
目
録
・

解
題
等
で
報
告
さ
れ
る
ほ
か
︵
川
瀬
一
九
七
〇
・
一
九
七
四
︑
阿
部
一
九
六

三
・
一
九
六
四
等
︶
︑
抄
物
の
成
立
史
に
関
わ
っ
て
︑
土
井
︵
一
九
六
六
︶
等

で
も
言
及
さ
れ
て
き
た
︒

こ
の
種
の
資
料
の
語
学
資
料
と
し
て
の
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
︑
多
く
の

資
料
を
報
告
し
た
の
が
︑
柳
田
︵
一
九
九
八
︶
で
あ
る
︒
柳
田
氏
は
︑
﹁
漢

籍
・
仏
典
・
漢
文
体
の
国
書
の
︑
本
文
の
上
下
欄
外
や
行
間
な
ど
に
片
仮
名
交

り
の
注
釈
を
書
入
れ
た
資
料
﹂
を
︑
一
書
の
形
を
と
る
通
常
の
抄
物
と
区
別
し

て
︑﹁
書
入
れ
仮
名
抄
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
を
提
唱
し
︑
そ
の
調
査
の
必
要
を
説
い

て
い
る
︒
柳
田
氏
は
︑
書
入
れ
仮
名
抄
の
範
囲
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
︵
以
下
︑

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

六
六



柳
田
氏
の
記
述
を
私
に
要
約
す
る
︶︒

⑵
①
語
学
資
料
と
し
て
の
有
用
性
か
ら
︑
先
ず
は
仮
名
抄
に
注
目
し
︑
漢
文

体
の
書
入
れ
抄
は
除
外
す
る
︒

②
書
入
れ
の
分
量
︵
全
巻
に
わ
た
る
・
巻
首
に
少
々
存
す
る
・
数
か
所
に

留
ま
る
等
︶
に
関
わ
ら
ず
︑
書
入
れ
仮
名
抄
に
含
め
る
︒
書
入
れ
が
な

ぜ
そ
の
よ
う
な
状
態
で
存
す
る
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

た
め
︒

③
江
戸
初
期
の
古
活
字
版
︑
江
戸
前
期
の
整
版
へ
の
書
入
れ
も
含
む
︒
室

町
期
の
仮
名
抄
に
拠
る
も
の
が
あ
る
た
め
︒

④
一
書
と
し
て
の
抄
物
︵
仮
名
抄
物
︶
へ
の
更
な
る
書
入
れ
は
︑
原
典
本

文
へ
の
書
入
れ
と
区
別
し
て
︑
書
入
れ
仮
名
抄
に
は
含
め
な
い
︒

⑤
原
典
刊
本
を
匡
郭
か
ら
切
り
取
っ
て
︑
白
紙
に
は
り
つ
け
︑
仮
名
抄
を

書
き
入
れ
た
も
の
が
存
し
︑
書
入
れ
に
留
ま
る
も
の
か
ら
︑
一
つ
の
抄

物
と
し
て
整
っ
て
い
る
も
の
ま
で
あ
り
︵
東
洋
文
庫
蔵
﹃
魁
本
大
字
諸

儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
五
山
版
一
〇
冊
を
例
と
さ
れ
る①
︶︑
書
入
れ

仮
名
抄
と
抄
物
と
の
連
続
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
︒

⑥
詩
文
集
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
片
仮
名
交
り
注
が
ご
く
部
分
的
で
︑
別
の

書
入
れ
仮
名
抄
か
ら
書
写
さ
れ
た
可
能
性
を
示
す
資
料
な
ど
︑
書
入
れ

仮
名
抄
か
判
断
に
迷
う
本
が
存
す
る
︒

柳
田
氏
の
右
の
規
定
は
︑﹁
書
入
れ
仮
名
抄
﹂
を
︑
ま
ず
は
語
学
資
料
と
し
て

の
有
用
性
を
重
視
し
て
︑
日
本
語
史
資
料
と
し
て
一
般
的
な
﹁
抄
物
﹂︑
片
仮

名
漢
字
交
じ
り
表
記
の
仮
名
抄
と
の
関
係
か
ら
規
定
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
︒

右
の
規
定
に
関
し
て
︑
室
町
期
の
仮
名
抄
の
原
典
と
な
る
よ
う
な
漢
籍
の
現

存
諸
本
の
中
に
は
︑
今
回
の
資
料
の
よ
う
に
︑
漢
文
体
の
注
記
と
片
仮
名
に
よ

る
注
記
の
両
方
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
問
題
と
な
る
︒

例
え
ば
︑
一
書
の
抄
物
で
も
︑
表
記
上
で
は
漢
文
の
注
と
仮
名
の
注
と
が
︑
一

節
の
注
釈
を
成
す
こ
と
も
あ
る
う
え
︑
一
つ
の
﹁
文
﹂
の
中
に
︑
句
や
節
単
位

で
交
互
に
出
て
く
る
と
い
っ
た
例
も
珍
し
く
な
い
︒

今
後
︑
抄
物
の
発
生
な
ど
成
立
史
や
個
別
の
抄
物
の
成
立
過
程
を
考
え
る
上

で
は
︑
漢
文
注
も
含
め
た
﹁
書
入
れ
抄
物
﹂
に
つ
い
て
の
調
査
が
必
要
に
な
る

も
の
と
思
わ
れ
る
︒
本
稿
で
は
︑
当
該
資
料
に
存
す
る
膨
大
な
書
入
れ
の
う
ち
︑

先
ず
は
仮
名
抄
の
み
を
翻
刻
し
て
考
察
を
加
え
る
が
︑
今
後
︑
漢
文
注
に
つ
い

て
も
報
告
し
た
い
︒

三

漢
籍
﹁
古
文
真
宝
﹂
と
そ
の
抄
物

三
・
一

漢
籍
﹁
古
文
真
宝
後
集
﹂
の
日
本
で
の
受
容

漢
籍
﹁
古
文
真
宝
﹂
︵
前
集
一
〇
巻
・
後
集
一
〇
巻
︶
は
︑
元
代
の
末
︑
至

正
二
六
︵
一
三
六
六
︶
年
の
序
文
を
持
つ
詩
文
集
で
あ
る
︒﹁
前
集
﹂
に
は
︑

漢
～
宋
代
の
詩
︑﹁
後
集
﹂
に
は
主
に
文
章
を
集
め
る
︒
中
国
で
は
︑
元
代
・

明
代
に
は
読
ま
れ
た
が
︑
清
代
以
降
は
ほ
ぼ
廃
れ
た
と
さ
れ
る
︒

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

六
七



一
方
︑
日
本
で
は
︑
元
代
の
刊
行
後
ま
も
な
く
五
山
僧
が
将
来
し
︑
特
に

﹁
後
集
﹂
に
つ
い
て
数
多
く
の
抄
物
が
現
存
す
る
こ
と
か
ら
︑
禅
僧
が
愛
好
し

た
漢
籍
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
︵
芳
賀
一
九
四
五
・
一
九
五
六
︑
星
川
一
九
六

三
︑
等
︶︒
分
量
が
少
な
い
︵
後
集
一
〇
巻
は
︑
写
本
で
一
冊
︑
刊
本
で
二
冊

が
通
常
︶
こ
の
漢
詩
文
集
は
︑
上
層
武
家
や
学
問
を
家
職
と
し
な
い
公
家
に
好

ま
し
い
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
た
よ
う
で
︑
後
で
触
れ
る
よ
う
に
︑
多
く
の
抄

物
が
作
成
さ
れ
た
背
景
に
は
︑
彼
ら
の
需
要
に
応
え
る
か
た
ち
で
禅
僧
が
講
義

講
釈
を
行
っ
た
り
︑
抄
物
を
作
成
し
た
り
し
た
状
況
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

右
の
受
容
層
の
厚
さ
と
関
わ
っ
て
︑﹁
古
文
真
宝
﹂
は
︑
元
刊
本
を
覆
刻
し

た
小
字
版
の
五
山
版
が
作
ら
れ
て
以
降
︑
繰
り
返
し
版
行
が
な
さ
れ
た②
︒
書
肆

に
よ
る
出
版
︵
商
業
出
版
︶
が
最
も
早
い
時
期
に
な
さ
れ
た
書
物
の
一
つ
で
も

あ
る
︒
室
町
期
か
ら
元
和
・
寛
永
期
ま
で
の
﹁
古
文
真
宝
﹂
の
刊
本
の
種
類
は
︑

現
存
す
る
だ
け
で
も
︑
五
山
版
四
種
︑
古
活
字
版
七
種
︑
古
活
字
版
の
覆
刻
整

版
三
種
と
数
多
い
︵
長
澤
一
九
七
九
︑
川
瀬
一
九
六
七
・
一
九
七
〇
︑
渡
辺
一

九
九
五
︑
参
照
︶︒

静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
当
該
資
料
は
︑
四
種
あ
る
と
さ
れ
る
五
山
版
の
う
ち
︑

﹁
第
四
種
﹂
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
︵
川
瀬
一
九
七
〇
︶︒
川
瀬
同
書
に
よ
る
と
︑

四
種
の
五
山
版
の
う
ち
最
も
遅
い
室
町
中
期
頃
の
開
版
と
推
定
さ
れ
︑
静
嘉
堂

文
庫
蔵
の
本
資
料
の
ほ
か
︑
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
︑
東
洋
文
庫
︑
龍
門
文

庫
等
に
同
版
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る③
︒
他
の
三
種
が
元
刊
本
の
覆
刻
で
あ
る
小
字

本
で
あ
る
の
に
対
し
て
︑
第
四
種
は
大
字
本
で
︑
後
集
の
み
が
現
存
し
︑
刊
行

も
後
集
の
み
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
︒
小
字
本
か
ら
大
字

本
へ
の
遷
移
は
︑
加
点
の
た
め
と
考
え
ら
れ
︑
当
該
資
料
に
も
︑
今
回
は
殆
ど

触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
稠
密
な
返
り
点
・
仮
名
点
が
施
さ
れ
て
い
る
︒

三
・
二

﹁
古
文
真
宝
﹂
の
抄
物

﹁
古
文
真
宝
﹂
の
抄
物
は
︑
漢
籍
集
部
の
抄
物
の
目
録
で
あ
る
柳
田
︵
二
〇

〇
四
︶
で
︑﹁
後
集
﹂
に
つ
い
て
は
一
六
種
が
報
告
さ
れ
て
い
る
︒
う
ち
︑
作

者
が
判
明
し
て
い
る
︵
推
定
を
含
む
︶
も
の
が
九
種
︑
慶
長
～
寛
永
期
に
版
行

さ
れ
た
も
の
は
︑
﹁
笑
雲
清
三
抄
古
文
真
宝
抄
﹂︑﹁
庚
午
版
古
文
真
宝
鈔
︵
浪

□
□
抄
古
文
真
宝
鈔
︶
﹂
︑
本
稿
に
関
わ
る
﹁
彭
叔
守
仙
抄
古
文
真
宝
抄
﹂
の
三

種
で
あ
る④
︒

版
行
さ
れ
た
三
種
の
う
ち
︑
﹁
笑
雲
清
三
抄
﹂
は
︑
四
種
の
先
行
抄
を
集
め

た
集
成
抄
物
で
あ
り
︑﹁
古
文
真
宝
後
集
﹂
の
抄
物
の
中
で
は
︑
写
本
︑
古
活

字
版
︑
整
版
と
も
︑
現
存
数
が
他
の
古
文
真
宝
抄
よ
り
圧
倒
的
に
多
く
︑﹁
古

文
真
宝
後
集
﹂
の
抄
物
で
は
最
も
流
布
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
︒
そ
の
写
本

は
︑
米
沢
藩
上
杉
家
に
伝
来
し
た
市
立
米
沢
図
書
館
蔵
本
︑
名
古
屋
市
蓬
左
文

庫
に
﹁
駿
河
御
譲
本
﹂
の
う
ち
の
一
書
と
し
て
伝
わ
る
本
︑
加
賀
藩
前
田
家
重

臣
の
旧
蔵
本
と
い
う
識
語
を
持
つ
成
簣
堂
文
庫
蔵
本
な
ど
︑﹁
古
文
真
宝
後
集
﹂

の
抄
物
が
︑
五
山
僧
や
公
家
に
留
ま
ら
ず
︑
地
方
大
名
に
ま
で
広
く
読
ま
れ
て

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

六
八



い
た
実
態
を
伝
え
て
い
る
︒

本
資
料
が
︑
九
条
家
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
や
︑
後
で
述
べ
る
﹁
彭
叔
守
仙
抄
古

文
真
宝
抄
﹂
の
現
存
写
本
二
点
の
伝
来
も
︑﹁
古
文
真
宝
後
集
﹂
の
受
容
を
伝

え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
︒

四

本
資
料
の
書
入
れ
抄
文
︑
彭
叔
守
仙
抄
﹁
古
文
真
宝
抄
﹂

と
の
関
係

四
・
一

本
資
料
の
仮
名
抄
文
の
内
容
・
言
語
的
特
徴

静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
古
文
真
宝
後
集
﹄
の
書
入
れ
仮
名
抄
文
に
つ
い
て

概
略
を
述
べ
る
︒
柳
田
︵
一
九
九
八
︶
で
は
︑﹁
書
入
れ
仮
名
抄
﹂
は
︑
書
入

れ
注
記
を
有
す
る
資
料
の
名
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
︒
一
書
の
抄
物
で
は
︑

注
釈
で
あ
る
本
文
を
﹁
抄
文
﹂
と
称
す
る
こ
と
に
従
い
︑
以
下
︑
片
仮
名
漢
字

交
り
注
記
を
﹁
仮
名
抄
文
﹂﹁
抄
文
﹂
と
称
す
る
︒

本
書
の
仮
名
抄
文
は
︑
全
文
︑
ほ
ぼ
同
筆
で
あ
る
︒
現
存
す
る
の
が
︑
前
半

部
分
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
︑
奥
書
・
識
語
は
な
い
︒
抄
文
中
に
も
︑
書
写
者
に

関
す
る
情
報
は
見
当
た
ら
な
い⑤
︒
今
回
は
考
察
・
翻
刻
の
対
象
と
し
て
い
な
い

が
︑
漢
文
注
も
仮
名
抄
文
に
含
ま
れ
る
漢
字
と
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
︒
本
書
の

書
入
れ
注
記
は
︑
一
人
乃
至
ご
く
少
人
数
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
︒仮

名
抄
文
は
︑
第
一
冊
に
四
三
箇
所
︑
第
二
冊
に
三
四
箇
所
︑
存
す
る⑥
︒
第

二
冊
は
︑
巻
三
と
四
か
ら
な
る
が
︑
巻
三
に
は
注
記
は
ご
く
少
な
く
︑
漢
文
注

記
が
わ
ず
か
に
あ
る
の
み
で
︑
仮
名
抄
文
は
見
ら
れ
な
い
︒

本
書
の
書
入
れ
は
︑
上
下
欄
外
や
行
間
の
ほ
か
︑
版
本
の
原
典
の
作
品
前
後

に
︑
書
入
れ
用
に
別
の
紙
を
綴
じ
こ
み
︑
注
記
を
書
い
た
箇
所
が
多
い
︒
綴
じ

こ
ま
れ
た
紙
は
︑
第
一
冊
で
二
六
丁
︑
第
二
冊
︵
巻
四
部
分
の
み
︶
で
二
〇
丁

に
及
び
︑
版
本
の
ほ
ぼ
倍
の
丁
数
に
な
っ
て
い
る
︒
綴
じ
こ
ま
れ
た
紙
は
全
て

同
じ
紙
質
・
寸
法
で
︑
同
時
期
の
補
入
と
推
定
さ
れ
る
︒
他
の
書
入
れ
抄
物
に

は
︑
極
細
字
で
判
読
が
困
難
な
も
の
が
あ
る
が
︵
山
本
二
〇
二
〇
︶︑
本
資
料

に
は
判
読
不
能
箇
所
は
ご
く
少
な
い
︒

本
書
の
仮
名
抄
文
が
︑
本
書
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
書
入
れ
で
は
な
く
︑
す
な
わ

ち
︑
書
写
者
の
述
作
で
は
な
く
︑
何
ら
か
の
先
行
書
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ

と
は
︑
誤
脱
を
行
間
等
に
補
っ
た
箇
所
が
複
数
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
︒
添
付
の
翻
刻
で
は
︑﹁

﹂︵
補
入
︶
の
形
で
示
し
て
い
る
︒

仮
名
抄
文
の
内
容
に
は
︑
こ
の
抄
文
の
作
成
者
や
成
立
時
期
を
示
す
と
思
わ

れ
る
注
記
が
認
め
ら
れ
る
︒

ひ
と
つ
は
︑
抄
文
に
冠
さ
れ
る
﹁
私
云
／
謂
﹂
﹁
瓢
曰
﹂
等
で
あ
る
︒

⑶
ａ
．
私
謂
︑
此
記
ニ
ハ
ニ
ワ
カ
大
名
ト
︑
モ
ト
ヨ
リ
ノ
﹁
大
名
ト
ヲ
論
ス

ル
ソ
︒
魏
公
ハ
モ
ト
ヨ
リ
ノ
﹂︵
補
入
︶
大
名
也
︒
蘇
秦
︑
買
臣
ハ
ニ

ワ
カ
大
名
ソ
︒
韓
公
ハ
根
本
ノ
無
限
者
ソ
︒
日
本
ナ
ラ
ハ
︑
細
川
殿
︑

畠
山
殿
等
ノ
類
ナ
ル
人
ソ
︒
一
旦
ヨ
キ
事
ニ
逢
テ
︑
俄
大
名
ニ
成
タ
ル

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

六
九



類
テ
ハ
ナ
キ
ト
云
事
ヲ
ツ
ヨ
ウ
ヲ
セ
ラ
ル
ヽ
ソ
︒
文
ノ
意
モ
是
ヲ
以
テ

可
㆑

見
也
︒

︵
第
二
冊
・
17
オ
﹁
画
錦
堂
記
﹂︑
⑴
再
掲
)

ｂ
．
私
云
︑
此
待
漏
院
記
ハ
︑
始
ハ
大
波
ヲ
ウ
ツ
テ
ク
ル
ヤ
ウ
ニ
云
テ
︑

ヲ
ク
ヘ
ム
イ
テ
︑
一
向
ニ
ヲ
ウ
波
ノ
勢
無
シ
︒
題
注
ノ
評
︑
コ
ヽ
ヲ
云

歟
︒

︵
第
二
冊
31
オ
﹁
待
漏
院
記
﹂)

ｃ
．︻
畴
昔
之
夜
︱
︼︵
中
略
︶
私
云
︑
環
翠
講
此
篇
時
︑
和
訓
曰
︑
畴
ハ

ヘ
タ
ツ
ル
ノ
義
也
︒
夜
ヲ
ヘ
タ
ツ
ル
時
ハ
︑
畴
昔
ハ
夕
部
也
︑
畴
ハ
畠

ノ
ク
ロ

也
︑
段
ニ
ヘ
タ
テ
ア
リ
︑
畴
字
ハ
此
ノ
義
也
︒

︵
第
一
冊
29
オ
﹁
後
赤
壁
賦
﹂)

⑷
ａ
．
瓢
謂
︑︻
固
知
︱
︼
是
レ
ハ
羲
之
カ
心
ナ
ラ
ハ
︑
本
意
ニ
ア
ラ
サ
レ

ト
モ
︑
謝
安
カ
詩
ノ
万
殊
混
ス㆓

一
象
ニ㆒

安
ン
ソ

復
タ

覚
㆓

彭
殤
ヲ㆒

ト
云
ニ
︑

変
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
死
ヲ
死
ト
シ
︑
生
ヲ
生
ト
シ
︑
彭
ヲ
彭
ト
シ
︑

殤
ヲ
殤
ト
シ
テ
︑
二
ニ
分
テ
コ
ソ
ハ
感
慨
ト
云
者
ハ
出
テ
タ
レ
︑
雖

然
︑
一
㆓

死
生
㆒

斉
㆓

彭
殤
㆒

事
ヲ
ハ
︑
世
人
ハ
不
㆑

能
㆑

喩
㆓

此
ヲ

於
懐
㆒

シ

テ
︑
虚
誕
ト
シ
︑
妄
作
ト
し
て
︑
死
生
彭
殤
ヲ
分
テ
別
々
ト
看
ル
ソ
︒

︵
第
二
冊
11
ウ
・﹁
蘭
亭
記
﹂)

ｂ
．
瓢
謂
︑
ナ
イ
者
ヲ
ア
リ
ト
シ
︑
ア
ル
者
ヲ
無
イ
ト
ス
ル
ソ
︒
題
注
ニ
︑

陳
伯
修
カ
非
具
眼
未
易
知
ト
云
タ
ハ
︑
此
末
句
ヲ
云
ソ
︒

︵
第
二
冊
22
ウ
・﹁
喜
雨
亭
記
﹂︑
抄
文
の
一
部
)

抄
物
で
は
︑﹁
○
○
云
／
謂
﹂
の
表
現
で
︑
当
該
の
抄
文
が
誰
の
手
に
な
る
の

か
を
表
示
す
る
こ
と
は
広
く
行
わ
れ
る
︒﹁
○
○
﹂
の
部
分
に
は
︑
抄
者
の
名

前
や
号
等
の
一
部
が
入
る
︒
本
書
の
仮
名
抄
文
で
︑
こ
の
表
現
で
﹁
○
○
﹂
に

入
る
の
は
︑
⑶
の
﹁
私
云
／
謂
﹂
が
	
例
︑
⑷
の
﹁
瓢
謂
﹂
が


例
︑
そ
の
ほ

か
︑﹁
或
人
云
﹂
﹁
桂
翁
云
﹂
︵
⑸
ｂ
参
照
︶
が
各
�
例
あ
る
︒﹁
瓢
﹂
は
︑
次
節

で
見
る
五
山
僧
︑
彭
叔
守
仙
︹
1
4
9
0︱
1
5
5
5
︺
が
用
い
た
号
の
一
つ
﹁
瓢
庵
﹂

の
略
と
考
え
ら
れ
る
︒﹁
私
云
／
謂
﹂
が
冠
さ
れ
た
抄
文
の
一
部
も
︑
彭
叔
守

仙
抄
古
文
真
宝
抄
に
ほ
ぼ
同
文
か
︑
同
じ
内
容
の
注
記
が
認
め
ら
れ
る
︒
た
だ
︑

右
の
う
ち
⑶
ｃ
は
︑
彭
叔
抄
に
近
い
内
容
の
抄
文
が
み
ら
れ
な
い
︒
本
資
料
に

は
︑
複
数
の
人
物
の
﹁
私
曰
﹂
が
混
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る⑦
︒

作
成
者
や
成
立
時
期
を
知
る
手
が
か
り
の
も
う
一
つ
は
︑
抄
文
に
引
用
さ
れ

る
人
名
で
あ
る
︒
博
士
家
の
清
原
業
忠
︹
一
四
〇
九
︱
六
七
︑
号
環
翠
軒
︑
法

名
常
忠
︺
に
つ
い
て
は
︑
二
か
所
で
言
及
が
あ
る
︒

⑸
ａ
．
常
忠
先
生
云
︑
箋
ハ
日
本
ノ
字
指
ノ
様
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
︑
其
不
明
ノ
処

ニ
指
テ
シ
ル
シ
ニ
ス
ル
也
︑
蓋
︑
毛
萇
カ
云
イ
ノ
コ
ス
処
ヲ
シ
ル
シ
テ

表
明
之
也
︒

︵
第
一
冊
・
�
オ
︑
書
名
﹁
箋
解
﹂
に
つ
い
て
)

ｂ
．
桂
翁
云
︑
常
忠
講
︑
和
訓
曰
︑
畴
ハ
隔
義
也
︑
隔
レ
夜
之
時
ハ
畴
昔

ハ
夕
部
也
︑
畠
畴
カ
段
々
隔
テ
ア
リ
︑
或
后
人
作
畴
夕
︑
又
作
畴
赤
︑

外
記
常
忠
義
ニ
畴
ハ
隔
義
︑
隔
夜
ノ
義
︑
畠
ノ
畴
タ
ル
ソ
︑
故
ニ
隔
義

ソ
︒
畴
赤
ト
モ
カ
ク
ソ
ト
云
ソ
︒
︻
畴
昔
之
夜
︼

︵
第
一
冊
31
オ
﹁
後
赤
壁
賦
﹂)

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

七
〇



⑹
東
山
天
隠
和
尚
︑
虞
邵
庵
﹁
載
笠
図
﹂
云
︑
蜀
人
載
笠
古
今
一
︑
宋
有
雪

堂
元
邵
庵
︑
東
坡
分
リ
テ
モ
ナ
ク
︑
伯
生
モ
載
笠
ナ
リ
︑
坡
老
ニ
比
シ
テ

云
ト
テ
︑
論
ア
ル
事
也
︒
伯
生
載
笠
モ
ア
ル
事
ソ
︒
邵
ヲ
陶
庵
ト
モ
云
ソ
︒

︵
第
一
冊
44
オ
﹁
名
二
子
説
﹂)

⑸
ｂ
の
﹁
桂
翁
﹂
は
︑﹁
古
文
真
宝
桂
林
抄
﹂
が
残
る
桂
林
徳
昌
で
あ
ろ
う
か⑧
︒

な
お
︑
抄
物
で
は
︑
清
原
業
忠
の
よ
う
な
当
代
の
著
名
な
学
者
や
学
僧
の
学
説

や
逸
話
は
︑
直
接
聞
い
て
い
な
く
て
も
言
及
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
︒
彼
ら
が
活

躍
し
た
時
期
よ
り
後
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
︑
仮
名
抄
文
の
作
成
者

が
直
接
彼
ら
の
講
義
を
聞
い
て
い
る
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら
な
い
︒

一
書
を
な
す
抄
物
の
注
釈
内
容
は
︑
例
え
ば
原
典
が
詩
文
の
場
合
︑
作
品
の

典
拠
や
歴
史
的
な
背
景
等
を
種
々
の
漢
籍
を
引
用
し
て
示
す
も
の
か
ら
︑
諸
説

あ
る
解
釈
を
説
明
す
る
も
の
︑
辞
書
的
な
語
義
︑
本
文
に
即
し
た
通
釈
︑
関
連

知
識
ま
で
幅
広
い
︒
本
資
料
の
仮
名
抄
文
は
︑
引
用
書
は
漢
文
注
記
の
ほ
う
で

示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
︑
見
ら
れ
る
書
名
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
︒
多
い
の

は
︑
作
品
の
歴
史
的
背
景
を
説
く
も
の
と
︑
作
品
の
解
釈
の
仕
方
が
複
数
あ
る

場
合
に
︑
根
拠
と
共
に
妥
当
な
解
釈
が
ど
れ
か
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
︒
語

義
や
通
釈
よ
り
︑
や
や
専
門
的
な
内
容
と
い
え
る
︒

書
入
れ
仮
名
抄
の
言
語
的
特
徴
に
つ
い
て
︑
柳
田
︵
一
九
九
八
︶
で
は
︑

﹁
よ
そ
行
き
で
な
い
表
現
を
露
呈
す
る
こ
と
が
あ
る
﹂
と
指
摘
す
る
︒
柳
田
氏

は
︑
通
常
の
一
書
の
抄
物
か
ら
抜
粋
す
る
と
き
に
︑
忠
実
に
書
写
さ
れ
な
い
た

め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
︑
そ
の
逆
方
向
︑﹁
よ
そ
行
き
﹂
に
一
書
の

抄
物
を
整
え
る
際
に
︑
書
入
れ
仮
名
抄
の
く
だ
け
た
表
現
が
︑
整
え
ら
れ
る
可

能
性
も
あ
る
よ
う
に
思
う
︒
本
資
料
に
み
ら
れ
る
よ
そ
行
き
で
な
い
表
現
と
し

て
は
︑
次
の
接
続
詞
﹁
ほ
ど
に
﹂
や
︑
通
俗
的
な
語
彙
﹁
き
ぶ
い
﹂﹁
い
か
い
﹂︑

当
時
の
慣
用
的
な
表
現
と
思
わ
れ
る
﹁
ま
い
ら
せ
顔
﹂
等
が
あ
る
︒

⑺
ａ
．︻
彼
童
︱
︼
此
一
段
︑
難
解
ソ
︒
ホ
ト
ニ
謝
カ
手
ヲ
摧
テ
注
タ
ソ
︒

︵
第
一
冊
39
オ
)

ｂ
．
宋
朝
ニ
成
テ
︑
滕
子
京
カ
巴
陵
郡
ノ
守
ニ
成
テ
︑
此
楼
ヲ
作
新
シ
タ

ソ
︒
ホ
ト
ニ
︑
希
文
作
記
タ
ソ
︒

︵
第
二
冊
23
ウ
)

⑻
ａ
．︻
棘
寺
︼
宰
相
ハ
︑
外
ヲ
ハ
刺
ノ
如
ニ
キ
ブ
ウ
︑
内
心
ヲ
ハ
赤
心
ヲ

抱
カ
本
ソ
︒

︵
第
二
冊
34
オ
)

ｂ
．︻
先
其
急
︱
︼
吾
カ
名
ヲ
好
テ
︑
利
潤
ヲ
求
テ
諫
ル
ト
︑
又
正
直
ニ

ア
リ
ヤ
ウ
ヲ
諫
ル
者
ト
ノ
間
ハ
イ
カ
ウ
遠
ソ
︒
イ
カ
イ
道
ノ
ノ
リ
カ
遠

ソ
︒

︵
第
二
冊
35
オ
)

ｃ
．︻
不
顧
︱
︼
人
ノ
笑
ヲ
モ
不
レ
顧
︑
為
人
之
師
ソ
︒
抗
顔
ハ
マ
イ
ラ

セ
カ
ヲ
ニ
シ
テ
︑
理
運
ニ
人
ノ
師
ニ
成
ソ
︒

︵
第
一
冊
38
オ
)

四
・
二

﹁
彭
叔
守
仙
抄
古
文
真
宝
抄
﹂
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
︑
本
資
料
の
仮
名
抄
文
に
は
︑
次
の
⑼
の

よ
う
に
︑﹁
彭
叔
守
仙
抄
古
文
真
宝
抄
﹂
と
同
一
の
文
章
か
︑
⑽
の
よ
う
に
内

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

七
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容
が
ご
く
近
い
も
の
が
あ
る
︒
後
者
の
場
合
︑
概
し
て
彭
叔
守
仙
抄
よ
り
本
資

料
の
仮
名
抄
文
の
ほ
う
が
詳
細
な
内
容
を
持
つ
︒

⑼
瓢
謂
︑︻
固
知
︱
︼
是
レ
ハ
羲
之
カ
心
ナ
ラ
ハ
︑
本
意
ニ
ア
ラ
サ
レ
ト
モ
︑

謝
安
カ
詩
ノ
万
殊
混
㆓ス

一
象
㆒ニ

安
ン
ソ

復
タ

覚
㆓

彭
殤
㆒ヲ

ト
云
ニ
︑
変
ス
ル
ノ

ミ
ナ
ラ
ス
死
ヲ
死
ト
シ
︑
生
ヲ
生
ト
シ
︑
彭
ヲ
彭
ト
シ
︑
殤
ヲ
殤
ト
シ
テ
︑

二
ニ
分
テ
コ
ソ
ハ
感
慨
ト
云
者
ハ
出
テ
タ
レ
︑
雖
然
︑
一
㆓

死
生
㆒

斉
㆓

彭

殤
㆒

事
ヲ
ハ
︑
世
人
ハ
不
㆑

能
㆑

喩
㆓

此
ヲ
於
懐
㆒

シ
テ
︑
虚
誕
ト
シ
︑
妄
作

ト
し
て
︑
死
生
彭
殤
ヲ
分
テ
別
々
ト
看
ル
ソ
︒

︵
彭
叔
守
仙
抄
・
整
版
四
�
ウ
︑
前
掲
⑷
ａ
参
照
)

⑽
ａ
．
私
謂
︑
此
記
ニ
ハ
ニ
ワ
カ
大
名
ト
︑
モ
ト
ヨ
リ
ノ
﹁
大
名
ト
ヲ
論
ズ

ル
ソ
︒
魏
公
ハ
モ
ト
ヨ
リ
ノ
﹂︵
補
入
︶
大
名
也
︒
蘇
秦
︑
買
臣
ハ
ニ

ワ
カ
大
名
ソ
︒
韓
公
ハ
根
本
ノ
分
限
者
ソ
︒
日
本
ナ
ラ
ハ
︑
細
川
殿
︑

畠
山
殿
等
ノ
類
ナ
ル
人
ソ
︒
一
旦
ヨ
キ
事
ニ
逢
テ
︑
俄
大
名
ニ
成
タ
ル

類
テ
ハ
ナ
キ
ト
云
事
ヲ
ツ
ヨ
ウ
ヲ
セ
ラ
ル
ヽ
ソ
︒
文
ノ
意
モ
是
ヲ
以
テ

可
㆑

見
也
︒

︵
第
二
冊
17
オ
﹁
画
錦
堂
記
﹂︑
⑴
再
掲
)

ｂ
．
此
ノ
記
ニ
ハ
ニ
ワ
カ
大
名
ト
モ
ト
ヨ
リ
ノ
大
名
ト
ヲ
論
ン
ス
ル
ソ
︒

︵
彭
叔
守
仙
抄
・
整
版
四
11
オ
)

⑾
ａ
．
私
云
︑
此
待
漏
院
記
ハ
︑
始
ハ
大
波
ヲ
ウ
ツ
テ
ク
ル
ヤ
ウ
ニ
云
テ
︑

ヲ
ク
ヘ
ム
イ
テ
︑
一
向
ニ
ヲ
ウ
波
ノ
勢
無
シ
︒
題
注
ノ
評
︑
コ
ヽ
ヲ
云

歟
︒

︵
第
二
冊
31
オ
﹁
待
漏
院
記
﹂)

ｂ
．
瓢
カ

謂
︑
此
ノ
待
漏
院
ノ
記
ハ
︑
始
メ
ハ
大
波
ヲ
ウ
ツ
テ
ク
ル
ヤ
ウ

ニ
云
テ
︑
ヲ
ク
ヘ
ム
イ
テ
︑
一
向
ニ
大
波
ノ
勢
無
シ
︒
題
注
ノ
評
コ
ヽ

ヲ
云
フ
歟
︒

︵
彭
叔
守
仙
抄
・
整
版
四
29
ウ
)

﹁
彭
叔
守
仙
抄
古
文
真
宝
抄
﹂
は
︑
天
文
九
～
一
〇
︵
1
5
4
0︱
4
1︶
年
に
︑
学

僧
と
し
て
知
ら
れ
た
彭
叔
守
仙
が⑨
︑
能
登
守
護
畠
山
義
総
の
依
頼
に
よ
っ
て
著

述
し
た
抄
物
で
あ
る
︵
山
本
二
〇
二
一
︶︒

幸
い
な
こ
と
に
︑
二
点
残
る
写
本
の
う
ち
︑
仁
和
寺
蔵
本
に
は
作
成
時
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
本
奥
書
が
︑
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
に
は
書
写
奥
書
が
存
す
る
︒

共
に
︑
書
写
す
る
際
に
底
本
か
ら
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
二
つ
の

奥
書
か
ら
当
該
の
抄
物
の
著
者
が
︑
彭
叔
守
仙
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒

⑿

右
抄
者
以
能
州
太
守
徳
胤
公
之
命
著
之
︑
盖
雖
未
見
先
輩
之
解
︑
厳
命

難
逭
／
繇
此
叨
推
愚
意
以
抄
焉
︑
異
時
得
灞
上
棘
門
之
嘲
者
必
矣
／

天
文
十
辛
丑
小
春
十
又
八
︑
於
常
楽
塔
下
記
之

瓢
也
五
十
二
齢
︿
注

記
﹁
瓢
也
﹂
横
：
彭
叔
禾
上
表
徳
号
也
﹀

︵
仁
和
寺
蔵
﹁
彭
叔
守
仙
抄
古
文
真
宝
抄
﹂
第
三
冊
巻
末
見
返
し
)

︹
通
釈
︺
右
の
抄
物
は
︑
能
登
守
徳
胤
公
︵
畠
山
義
総
︶
の
命
に
よ
っ
て

書
い
た
も
の
で
す
︒
未
だ
︑
先
学
の
注
釈
で
見
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
が
︑
厳
命
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
︑
私
の
考
え
に
よ
っ
て
抄
し
ま
し

た
︒
の
ち
に
︑
幼
稚
な
も
の
だ
と
笑
わ
れ
る
こ
と
は
必
至
の
代
物
で
す
︒

天
文
十
︹
1
5
4
1
︺
年
︑
十
月
十
八
日
︑
東
福
寺
に
て

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻
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⒀

右
古
文
真
宝
之
抄
三
冊
者
︑
東
福
禅
寺
之
内
／
善
恵
斬
守
仙
和
尚
私
抄

乎
︑
九
条
殿
兼
孝

／
一
見
之
御
次
︑
仰
愚
僧
全
部
書
写
之
︑
于
時
／
天
正

第
十
五
暦
夷
則
下
旬

与
州
周
敷
郡
／
道
前
密
厳
禅
寺
之
野
僧

清
岳
拝

﹇
花
押
﹈︵

静
嘉
堂
文
庫
蔵
﹁
彭
叔
守
仙
抄
古
文
真
宝
抄
﹂
第
三
冊
・
末
尾
)

︹
通
釈
︺
右
の
古
文
真
宝
抄
三
冊
は
︑
東
福
寺
善
恵
斬
︵
善
慧
軒
の
誤
り

か
︶
の
彭
叔
守
仙
和
尚
の
著
述
さ
れ
た
抄
物
︵﹁
私
抄
﹂︶
で
あ
る
︒
九
条

兼
孝
公
が
ご
一
見
さ
れ
た
際
に
︑
私
に
全
て
を
書
写
す
る
よ
う
に
仰
せ
に

な
っ
た
の
で
︑
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
︒

彭
叔
自
筆
の
語
録
詩
文
集
﹃
猶
如
昨
夢
集
﹄
が
東
福
寺
善
慧
院
に
現
存
し
︑

そ
の
中
に
︑
弟
子
が
彭
叔
手
沢
の
﹁
古
文
真
宝
後
集
﹂
を
訓
点
・
注
釈
を
含
め

て
書
写
し
た
際
に
寄
せ
た
跋
文
の
写
し
が
存
す
る
︵﹃
猶
如
昨
夢
集
﹄
中
巻
︑

﹁
書
天
質
蔵
主
古
文
真
宝
後
﹂︶︒
そ
こ
に
は
︑
彭
叔
自
ら
の
古
文
真
宝
に
つ
い

て
の
学
び
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
が
︑
右
の
抄
物
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
な

い
︒
こ
れ
は
︑
仁
和
寺
本
の
奥
書
に
あ
る
よ
う
に
︑
こ
の
抄
物
は
︑
彭
叔
守
仙

が
属
す
る
法
脈
︑
塔
頭
と
長
く
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
能
登
守
護
畠
山
氏
の
依

頼
で⑩
︑
準
備
が
整
わ
な
い
中
で
作
成
し
た
も
の
で
︑
彭
叔
和
尚
自
ら
に
は
不
満

足
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
︒

た
だ
︑
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
の
書
写
奥
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
︑
通
俗
的
な
文

語
で
簡
略
に
記
さ
れ
た
﹁
彭
叔
守
仙
抄
古
文
真
宝
抄
﹂
は
︑
学
問
を
家
職
と
し

な
い
公
家
層
に
も
︑
重
宝
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
模
様
で
あ
る
︒
仁
和
寺
蔵
本

は
︑
稠
密
に
訓
点
を
施
し
︑
彭
叔
抄
と
同
筆
の
題
箋
を
持
つ
﹃
古
文
真
宝
後

集
﹄
写
本
と
共
に
︑
近
世
初
期
に
収
め
ら
れ
て
以
降
︑
同
寺
を
出
て
い
な
い
可

能
性
が
高
い
︒

近
世
初
期
の
古
文
真
宝
の
受
容
︑
需
要
に
つ
い
て
は
︑
大
山
︵
二
〇
二
〇
︶

で
報
告
さ
れ
る
次
の
資
料
も
興
味
深
い
︒

⒁

詩
集
に
て
歌
学
に
な
る
は
︑
三
体
詩
︿
お
な
じ
く
は
悉
皆
︑
さ
あ
ら
ず

は
絶
句
斗
に
て
も
也
﹀
︑
古
文
真
宝
︑
朗
詠
︑
其
外
は
餘
な
し
︒
古
文
は

事
之
外
よ
き
よ
し
︑
三
藐
院
な
ど
も
申
さ
れ
し
也
︒

︵
麓
木
抄
)

右
は
︑
近
世
初
期
に
在
位
し
た
霊
元
天
皇
︹
1
6
5
4︱
1
7
3
2
︺
が
︑
歌
作
・
詩
作

に
つ
い
て
の
心
覚
え
を
書
い
た
自
筆
の
書
物
で
あ
る
︒
当
時
︑
朝
廷
を
中
心
と

す
る
公
家
衆
︵
堂
上
︶
が
︑﹁
古
文
真
宝
﹂
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ

る
︒四

・
三

彭
叔
守
仙
と
﹁
古
文
真
宝
﹂
の
関
わ
り
を
示
す
史
料

彭
叔
守
仙
と
﹁
古
文
真
宝
﹂
と
の
関
わ
り
は
︑
早
く
に
︑
芳
賀
︵
一
九
五

六
︶
が
︑
前
節
で
触
れ
た
彭
叔
自
筆
詩
文
集
﹃
猶
如
昨
夢
集
﹄
の
跋
文
の
一
節

を
掲
げ
て
︑﹁
彭
叔
守
仙
も
ま
た
鸞
岡
瑞
左
の
抄
を
謄
写
し
た
古
文
真
宝
を
所

蔵
し
︑
こ
れ
を
愛
惜
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
﹂
と
指
摘
し
て
い
る
︒

⒂

盖
天
文
十
一
稔
壬
寅
︑
正
月
之
晦
︑
記
愚
□
之
尾
︑
亡
友
吉
甫
首
座
︑

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

七
三



就
鸞
岡
翁
聴
講
説
之
次
︑
以
彼
本
之
私
鈔
／
謄
于
此
両
冊
之
上
︒
爾
来
︑

暑
往
寒
来
于
茲
︑
二
十
有
余
年
矣
︒
／
〈予
﹀
去
歳
之
冬
︑
贖
以
宝
惜
焉
︑

暇
日
毎
披
閲
首
自
﹁
秋
風
﹂
尾
至
／
｢答
張
籍
﹂︑
以
狗
続
貂
︑
而
成
其
功

而
已
︒
後
之
覧
者
庶
幾
正
之
／
於
是
乎
︑
書
之
以
間
予
証
莫
訝
々
々

天
文

戌
申
暮
春
初
旦
︑
善
慧
山
人
彭
叔
謾
草

︵﹃
猶
如
昨
夢
集
﹄
中
巻
﹁
書
天
質
蔵
主
古
文
真
宝
後
﹂︑
部
分
)

右
の
記
事
か
ら
分
か
る
の
は
︑
鸞
岡
瑞
左⑪
の
講
義
を
彭
叔
守
仙
の
友
︵
弟
弟

子
︶
吉
甫
□
興
が
聴
講
し
た
際
に
書
写
し
た
鸞
岡
の
﹁
私
抄
﹂
を
︑
彭
叔
守
仙

が
所
持
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
︒﹁
両
冊
之
上
﹂
と
あ
る
の
は
︑
古
文
真
宝
後

集
は
︑
五
山
版
や
近
世
初
期
の
古
活
字
版
︑
整
版
で
も
︑
巻
一
～
四
と
巻
五
～

一
〇
の
二
冊
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
︑
版
本
に
鸞
岡
の
抄
文
を
書
入
れ
た
こ

と
を
い
う
可
能
性
が
高
い
︒

本
資
料
と
ほ
ぼ
同
文
の
仮
名
抄
文
を
︑
書
入
れ
の
一
部
に
含
む
資
料
を
︑
今

の
と
こ
ろ
二
点
確
認
し
て
い
る
︒
東
洋
文
庫
蔵
五
山
版
︵
存
巻
一
至
四
︑
三
冊
︑

請
求
記
号
二
︱

B
︱

d︱
3︱
0︶
お
よ
び
︑
同
文
庫
蔵
古
活
字
版
︵
全
四
冊
︑
請
求

記
号
三
︱

A
︱

e︱
1
6︱
0︶
で
あ
る
︒
二
抄
の
詳
細
な
検
討
は
今
後
の
課
題
だ
が
︑

本
資
料
の
仮
名
抄
文
の
殆
ど
が
認
め
ら
れ
る
︒

こ
の
う
ち
︑
後
者
は
︑
柳
田
︵
二
〇
〇
四
︶
に
よ
る
と
︑
惟
杏
永
哲
の
編
纂

に
な
る
集
成
抄
物
で
︵
当
該
資
料
は
そ
の
写
し
︶︑
古
活
字
版
を
台
紙
に
張
り

付
け
て
︑
複
数
の
先
行
抄
の
諸
説
を
羅
列
し
た
体
裁
を
と
る
︒
奥
書
に
は
︑
集

成
し
た
諸
抄
の
も
の
と
思
わ
れ
る
奥
書
が
五
種
み
ら
れ
る
が
︑
そ
の
ひ
と
つ
が
︑

⒂
と
ほ
ぼ
同
文
で
︑
⒂
の
文
中
に
あ
る
﹁
天
文
十
一
稔
⁝
﹂
が
末
尾
の
年
月
日

と
一
致
す
る
︒

⒃

亡
友
吉
甫
首
座
︑
就
鸞
岡
翁
聴
講
説
之
次
︑
以
彼
本
之
私
鈔
︑
謄
于
此

両
冊
／
之
上
︒
爾
来
︑
暑
往
寒
来
于
茲
二
十
有
余
年
矣
︒
予
去
歳
之
冬
︑

贖
以
宝
惜
焉
／
暇
日
毎
披
閲
首
自
﹁
秋
風
﹂
尾
至
﹁
答
張
籍
﹂︑
以
狗
続

貂
︑
而
成
其
功
而
已
︒
後
之
覧
者
庶
幾
正
之
︒
／
天
文
十
一
稔
壬
寅
春
王

正
月
之
晦
於
常
楽
祖
塔
下
／
瓢
庵
山
人
彭
叔
叟
五
十
三
齢
誌
焉

(
東
洋
文
庫
蔵
古
活
字
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
』

書
入
れ
仮
名
抄
・
奥
書
︑
部
分
)

仁
和
寺
本
﹁
彭
叔
守
仙
抄
古
文
真
宝
抄
﹂
に
残
る
奥
書
に
よ
れ
ば
︑
当
該
の
抄

物
が
完
成
し
た
の
は
︑
⒃
の
奥
書
﹁
天
文
十
一
︵
1
5
4
2︶
稔
﹂
の
前
年
で
あ
る
︒

彭
叔
は
︑
吉
甫
□
興
が
﹁
古
文
真
宝
後
集
﹂
に
鸞
岡
私
抄
を
書
入
れ
た
版
本
に

つ
い
て
﹁
暇
日
毎
披
閲
﹂
し
て
︑
一
書
の
仮
名
抄
を
作
成
す
る
と
同
時
に
︑
後

年
︑
天
質
蔵
主
が
書
写
す
る
書
入
れ
抄
物
︑
即
ち
︑
吉
甫
□
興
に
よ
る
書
入
れ

抄
物
に
更
に
自
注
を
加
え
た
も
の
を
︑
所
謂
﹁
手
控
﹂
と
し
て
作
成
し
た
と
考

え
ら
れ
る
︒
本
資
料
の
書
入
れ
抄
文
に
あ
る
﹁
私
﹂
の
多
く
は
鸞
岡
瑞
左
で
あ

り
︑
彭
叔
守
仙
抄
と
内
容
が
重
な
る
の
は
右
の
事
情
に
よ
る
︒

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

七
四



お
わ
り
に

以
上
︑
本
資
料
や
関
連
資
料
か
ら
﹁
書
入
れ
仮
名
抄
﹂
と
一
書
の
抄
物
の
関

係
に
つ
い
て
推
定
で
き
る
こ
と
は
︑
さ
し
あ
た
り
︑﹁
彭
叔
守
仙
抄
古
文
真
宝

抄
﹂
と
関
連
の
書
入
れ
抄
物
に
限
っ
て
の
話
に
な
る
が
︑
一
書
を
成
す
抄
物
は

学
問
を
専
門
と
し
な
い
層
に
向
け
た
い
わ
ば
一
般
書
に
相
当
す
る
も
の
で
︑
書

入
れ
抄
物
の
ほ
う
は
︑
同
一
学
統
内
向
け
の
専
門
的
な
内
容
を
備
え
た
抄
物
で

あ
っ
た
可
能
性
で
あ
る
︒

柳
田
︵
一
九
九
八
︶
で
は
︑
書
入
れ
仮
名
抄
に
つ
い
て
︑
抄
物
の
中
で
は
あ

く
ま
で
周
辺
資
料
と
し
な
が
ら
も
︑
抄
物
の
成
立
や
そ
の
継
承
性
を
考
え
る
う

え
把
握
が
欠
か
せ
な
い
資
料
で
あ
る
こ
と
と
︑﹁
よ
そ
行
き
で
な
い
表
現
を
露

呈
す
る
﹂
と
い
う
日
本
語
史
資
料
と
し
て
の
有
用
性
を
指
摘
し
て
い
る
︒

今
回
取
り
上
げ
た
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹁
古
文
真
宝
後
集
﹂
書
入
れ
仮
名

抄
は
︑
そ
れ
ら
の
特
徴
を
備
え
た
資
料
と
い
え
る
︒

注①

柳
田
︵
一
九
九
八
︶
で
は
︑﹁
五
山
版
︑
四
冊
﹂
と
さ
れ
る
が
︑
同
文
庫
に
は
︑

五
山
版
に
よ
る
書
入
れ
仮
名
抄
が
二
種
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
の
︑
三
冊
本
と
一
〇

冊
本
で
あ
る
︒
三
冊
本
は
︑
四
・
三
で
述
べ
る
︒﹁
刊
本
を
匡
郭
か
ら
切
り
取
っ
て
︑

白
紙
に
は
り
つ
け
︑
仮
名
抄
を
書
き
入
れ
た
﹂
形
態
で
一
つ
の
抄
物
と
し
て
整
っ
て

い
る
の
は
一
〇
冊
本
で
あ
る
︒

②

版
本
の
多
さ
に
比
較
し
て
︑
室
町
期
以
前
成
立
の
写
本
で
現
存
す
る
も
の
が
ご
く

少
な
い
の
も
本
書
の
特
徴
で
あ
る
︒
阿
部
︵
一
九
八
五
︶
は
︑
室
町
期
以
前
の
古
写

本
四
点
を
報
告
さ
れ
る
︒
山
本
︵
二
〇
二
一
︶
で
は
︑
こ
れ
に
加
え
て
仁
和
寺
所
蔵

の
室
町
末
期
︱

近
世
初
期
写
本
一
点
を
報
告
し
た
︒

③

稿
者
は
こ
の
う
ち
公
文
書
館
蔵
本
︑
東
洋
文
庫
蔵
本
を
調
査
し
︑
字
体
︑
匡
郭
の

寸
法
等
か
ら
同
版
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
︒
い
ず
れ
も
︑
稠
密
な
加
点
を
有

す
る
︒

④

柳
田
︵
二
〇
〇
四
︶
で
︑﹁
文
英
清
韓
抄
カ
﹂
と
さ
れ
る
古
活
字
版
・
製
版
は
︑

奥
書
に
彭
叔
守
仙
抄
古
文
真
宝
抄
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
二
写
本
と
本
文
が
一
致

す
る
こ
と
か
ら
︑
彭
叔
守
仙
抄
を
版
行
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

︵
山
本
二
〇
二
一
︶︒

⑤

後
述
す
る
よ
う
に
︑
本
資
料
の
仮
名
抄
文
の
多
く
が
彭
叔
守
仙
抄
古
文
真
宝
抄
と

共
通
す
る
が
︑
現
存
す
る
数
点
の
彭
叔
守
仙
自
筆
の
自
筆
語
録
詩
文
集
﹃
猶
如
昨
夢

集
﹄︵
東
福
寺
善
慧
院
蔵
︑
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
あ
り
︶︑
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
﹃
江
湖

風
月
集
抄
﹄
︵
龍
門
文
庫
善
本
叢
刊
︑
所
収
︶
と
は
筆
跡
が
異
な
っ
て
い
る
︒

⑥

連
続
す
る
抄
文
で
も
︑
注
釈
対
象
と
な
る
語
句
が
離
れ
た
箇
所
に
存
す
る
例
に
つ

い
て
は
︑
別
個
に
数
え
て
い
る
の
で
︑
数
え
方
で
数
は
前
後
す
る
︒

⑦

﹁
私
云
／
謂
﹂
の
注
記
は
︑
本
資
料
が
基
づ
い
た
︵
本
資
料
の
元
の
資
料
が
基
づ

い
た
可
能
性
も
あ
る
︶
著
者
自
筆
の
抄
物
や
書
入
れ
注
記
に
存
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
︒
わ
ざ
わ
ざ
自
説
に
﹁
私
﹂
と
断
る
の
は
︑
一
つ
に
は
︑
漢
籍
の
注
釈
の
場
合
︑

原
典
以
外
の
漢
籍
か
ら
の
典
拠
や
類
例
を
引
用
す
る
こ
と
が
多
く
︑
特
に
自
説
を
漢

文
で
示
す
際
に
一
種
の
出
典
表
示
と
し
て
機
能
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
︒

⑧

⑹
ｂ
と
⑷
ｃ

は
︑
共
に
︑
清
原
業
忠
に
よ
る
﹁
後
赤
壁
賦
﹂
の
語
句
﹁
畴
昔
之

夜
﹂
に
つ
い
て
の
注
釈
で
あ
る
が
︑
こ
の
よ
う
な
例
を
も
っ
て
﹁
私
＝
桂
翁
﹂
で
あ

る
と
は
言
え
な
い
︒
す
な
わ
ち
︑
同
一
の
講
義
に
つ
い
て
別
の
人
物
が
聞
書
を
作
る

例
や
︑
後
赤
壁
賦
と
い
え
ば
当
時
の
誰
も
が
連
想
す
る
有
名
な
解
釈
で
あ
る
可
能
性

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

七
五



が
あ
る
た
め
で
あ
る
︒

⑨

彭
叔
守
仙
の
伝
記
に
つ
い
て
は
︑
上
村
︵
一
九
一
二
︶︑
玉
村
︵
一
九
八
〇
︶︑
今

泉
︵
二
〇
〇
五
︶
に
詳
し
い
︒

⑩

能
登
畠
山
氏
の
文
化
活
動
に
つ
い
て
は
︑
夙
に
芳
賀
︵
一
九
五
六
︶
に
言
及
が
あ

る
︒
彭
叔
守
仙
の
属
す
る
法
脈
栗
棘
門
派
の
拠
点
と
な
る
東
福
寺
栗
棘
庵
と
︑
そ
の

荘
園
の
あ
る
能
登
国
や
守
護
畠
山
氏
と
の
信
仰
や
文
芸
を
通
じ
た
交
流
は
︑
東
四
柳

︵
一
九
七
七
・
一
九
八
一
︶︑
今
泉
︵
二
〇
〇
五
︶
に
詳
し
い
︒

⑪

鸞
岡
瑞
左
︵
鸞
岡
省
左
︶︹
生
卒
年
未
詳
︺
の
伝
記
は
︑
玉
村
︵
二
〇
〇
三
︶
に

詳
し
い
︒
鸞
岡
瑞
左
に
よ
る
﹁
古
文
真
宝
後
集
﹂
の
講
義
は
︑
永
正
三
︵
一
五
〇

七
︶
年
八
月
か
ら
そ
の
年
を
通
じ
て
相
国
寺
常
徳
院
万
松
軒
で
行
わ
れ
︑
三
條
西
実

隆
を
は
じ
め
多
く
の
公
家
が
聴
聞
し
た
と
い
う
︒
玉
村
氏
同
書
は
︑
鸞
岡
に
つ
い
て
︑

﹁
不
思
議
な
事
に
僧
中
の
風
雅
の
詩
筳
や
講
談
に
は
縁
が
薄
く
︑
主
と
し
て
公
家
社

会
に
於
て
快
く
迎
え
ら
れ
た
傾
向
が
強
い
﹂
と
指
摘
し
て
い
る
︒

使
用
し
た
資
料

○
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄︑﹁
彭
叔
守
仙
抄
古

文
真
宝
抄
﹂
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
・
仁
和
寺
蔵
本
︑
東
洋
文
庫
蔵
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解

古
文
真
宝
後
集
﹄
古
活
字
版
︵
全
四
冊
︶
⁝
所
蔵
先
で
の
原
本
調
査

○
﹃
猶
如
昨
夢

集
﹄
⁝
﹃
大
本
山
東
福
寺
塔
頭
善
慧
院
収
蔵
図
書
等
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹄︵
C
D
︱

R
O
M

版
︶
善
慧
院
︑
二
〇
〇
五
年

○
﹁
彭
叔
守
仙
抄
古
文
真
宝
抄
﹂
整
版
⁝
同
志

社
大
学
文
学
部
蔵

参
考
文
献

阿
部
隆
一
︵
一
九
六
三
・
一
九
六
四
︶﹁
室
町
以
前
邦
人
撰
述
論
語
孟
子
注
釈
書
考

︵
上
︶・︵
下
︶﹂﹃
斯
道
文
庫
論
集
﹄
二
・
三

阿
部
隆
一
︵
一
九
八
五
︶﹁
本
邦
現
存
漢
籍
古
写
本
類
所
在
略
目
録
﹂﹃
阿
部
隆
一
遺
稿

集
︵
一
︶
﹄
汲
古
書
院

今
泉
淑
夫
︵
二
〇
〇
五
︶
﹃
彭
叔
守
仙
禅
師
﹄
文
藝
春
秋
企
画
出
版
部

上
村
観
光
︵
一
九
一
二
︶﹃
五
山
詩
僧
伝
﹄
民
友
社

大
山
和
哉
︵
二
〇
二
〇
︶﹁
後
水
尾
院
歌
壇
に
お
け
る
漢
文
学
の
利
用
﹂﹃
同
志
社
国
文

学
﹄
92

川
瀬
一
馬
︵
一
九
六
七
︶
﹃
古
活
字
版
之
研
究

増
補
版
﹄
A
n
tiq
u
a
ria
n
B
o
o
k
se
ll-

e
rs
A
sso
c
ia
tio
n
o
f
Ja
p
a
n
︵
日
本
古
書
籍
商
協
会
︶
限
定
版

川
瀬
一
馬
︵
一
九
七
〇
︶
﹃
五
山
版
の
研
究
﹄
A
n
tiq
u
a
ria
n
B
o
o
k
se
lle
rs
A
sso
c
ia
-

tio
n
o
f
Ja
p
a
n
︵
日
本
古
書
籍
商
協
会
︶
限
定
版

川
瀬
一
馬
︵
一
九
七
四
︶
﹃
増
補
新
訂

足
利
学
校
の
研
究
﹄
講
談
社

坂
詰
力
治
︵
二
〇
〇
〇
︶﹁
形
容
詞
﹁
い
か
︵
厳
︶
し
﹂
の
消
長

︱
﹁
い
か
め
し
﹂

﹁
い
か
め
い
﹂
と
の
関
連
か
ら

︱
﹂﹃
鎌
倉
時
代
語
研
究
﹄
23

玉
村
竹
二
︵
一
九
八
〇
︶
﹁
室
町
時
代
後
期
の
学
僧
彭
叔
守
仙
伝
に
就
て
の
新
説
﹂﹃
日

本
歴
史
﹄
328

玉
村
竹
二
︵
二
〇
〇
三
︶
﹃
五
山
禅
僧
伝
記
集
成

新
装
版
﹄
思
文
閣
出
版

土
井
洋
一
︵
一
九
六
六
︶
﹁
抄
物
の
転
写
本
と
版
本
﹂﹃
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年

報
﹄
13

長
澤
規
矩
也
︵
一
九
七
九
︶﹁
和
刻
本
漢
籍
文
集

第
20
輯
古
文
真
宝
﹂
解
題
︵﹃
長
澤

規
矩
也
著
作
集
﹄
第
10
巻
﹁
漢
籍
解
題
﹂
︑
一
九
八
七
年
︑
所
収
︶
汲
古
書
院

長
澤
規
矩
也
︵
二
〇
〇
六
︶
﹃
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録

増
補
補
正
版
﹄
汲
古
書
院

星
川
清
孝
︵
一
九
六
三
︶﹁
古
文
真
宝
解
題
﹂
﹃
古
文
真
宝
︵
後
集
)

新
釈
漢
文
大

系
・
第
16
巻
﹄
明
治
書
院

芳
賀
幸
四
郎
︵
一
九
四
五
︶
﹃
東
山
文
化
の
研
究
﹄
河
出
書
房

芳
賀
幸
四
郎
︵
一
九
五
六
︶﹃
中
世
禅
林
の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関
す
る
研
究
﹄
日
本

学
術
振
興
会

東
四
柳
史
明
︵
一
九
七
七
︶
﹁
戦
国
期
の
能
登
畠
山
氏
と
五
山
僧
林
塔
頭

︱
﹁
東
福

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

七
六



寺
栗
棘
庵
文
書
﹂
の
考
察

︱
﹂﹃
北
陸
史
学
﹄
26

東
四
柳
史
明
︵
一
九
八
一
︶﹁
畠
山
義
総
考

︱
戦
国
中
期
能
登
畠
山
氏
の
政
治
的
性

格
︵
上
︶

︱
﹂﹃
北
陸
史
学
﹄
30

柳
田
征
司
︵
一
九
九
八
︶﹃
室
町
時
代
語
資
料
と
し
て
の
抄
物
の
研
究
﹄
武
蔵
野
書
院

柳
田
征
司
︵
二
〇
〇
四
︶﹁
抄
物
目
録
稿
︵
原
典
漢
籍
集
部
の
部
︶﹂﹃
訓
点
語
と
訓
点

資
料
﹄
113

渡
辺
守
邦
︵
一
九
九
五
︶﹁﹃
尤
之
双
紙
﹄
の
汝
ガ
生
タ
ル
ヲ
嗟
ク

︱
清
韓
本
﹃
古
文

真
宝
後
集
﹄
の
諸
版

︱
﹂﹃
実
践
国
文
学
﹄
47

山
本
佐
和
子
︵
二
〇
〇
五
︶﹁
キ
ブ
イ
の
意
味
﹂
国
語
語
彙
史
研
究
会
編
﹃
国
語
語
彙

史
の
研
究
﹄
24

山
本
佐
和
子
︵
二
〇
〇
六
︶﹁
イ
カ
メ
イ
の
意
味

︱
イ
カ
メ
シ
イ
・
イ
カ
イ
と
の
関

わ
り

︱
﹂
国
語
語
彙
史
研
究
会
編
﹃
国
語
語
彙
史
の
研
究
﹄
25

山
本
佐
和
子
︵
二
〇
二
〇
︶﹁
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
﹃︵
増
刊
校
正
王
状
元
集
注

分
類
︶
東
坡
先
生
詩
﹄
の
書
誌
的
考
察

︱
東
坡
詩
の
抄
物
の
受
容
と
展
開
の
一

例

︱
﹂﹃
人
文
学
﹄
205

山
本
佐
和
子
︵
二
〇
二
一
︶﹁
彭
叔
守
仙
抄
﹁
古
文
真
宝
抄
﹂
の
諸
本
に
つ
い
て

︱

抄
物
の
成
立
と
受
容
の
一
斑

︱
﹂
第
二
八
五
回
筑
紫
日
本
語
研
究
会
発
表
資
料

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

七
七



翻

刻

︹
凡
例
︺

�
静
嘉
堂
文
庫
蔵
﹃︿
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
﹀
古
文
真
宝
後
集
﹄
五
山
版
︵
存

巻
一
～
四
︑
二
冊
︑
一
〇
五
架
四
三
函
・
資
料
番
号

2
6
5
6
5︑﹃
静
嘉
堂
文

庫
漢
籍
分
類
目
録
﹄
続
編
三
〇
頁
掲
載
︶
の
書
き
入
れ
注
記
の
う
ち
︑
片
仮

名
漢
字
交
り
で
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
︵
仮
名
抄
文
︶
を
抜
き
出
し
て
掲
出

す
る
︒

�
掲
出
順
は
︑﹁︹
原
典
の
巻
数
・
各
巻
で
の
掲
載
順
︺
作
品
題
﹂
を
掲
げ
た
の

ち
︑
作
品
の
内
容
順
に
︵
抄
文
は
前
後
す
る
場
合
が
あ
る
︶︑
当
該
の
仮
名

抄
文
が
認
め
ら
れ
る
丁
数
を
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
︑
注
釈
対
象
の
原
典
の
語
句
が
︑

抄
文
の
冒
頭
に
示
さ
れ
る
場
合
は
原
文
の
ま
ま
の
位
置
に
︻

︼
で
括
っ
て

示
し
︑
特
に
示
さ
れ
な
い
場
合
は
抄
文
末
尾
に
示
す
︒
尚
︑︻

︼
中
や
漢

文
語
句
に
続
く
﹁
︱
﹂
は
︑
抄
物
に
多
い
︑
注
釈
の
対
象
箇
所
と
な
る
一
節

の
う
ち
︑
冒
頭
の
数
字
分
を
示
し
て
後
を
棒
線
で
省
略
す
る
書
き
方
を
表
す
︒

�
原
典
の
語
句
に
つ
い
て
は
︑
五
山
版
に
拠
り
︑
訓
点
は
反
映
し
な
い
︒

○
表
記
等
に
つ
い
て

�
改
行
は
反
映
し
な
い
︒

�
句
読
点
は
私
に
加
え
る
︒

�
清
濁
は
原
文
の
ま
ま
︒

�
漢
字
は
凡
そ
現
在
通
行
の
も
の
を
用
い
る
︒

�
合
字
に
つ
い
て
︑﹁
メ
﹂
は
﹁
シ
テ
﹂
に
︑
﹁
ヿ
﹂
は
﹁
事
﹂
に
翻
字
す
る
︒

�
虫
損
は
□
︑
判
読
不
能
箇
所
は
ご
く
少
な
い
の
で
都
度
注
記
す
る
︒
そ
の
ほ

か
︑
注
目
す
べ
き
語
彙
・
語
法
に
注
を
つ
け
て
い
る
︒

︹
翻
刻
︺

第
一
冊

︹
目
録
︺
﹁
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
真
宝
後
集
﹂

�
オ

常
忠
先
生
云
︑
箋
ハ
日
本
ノ
字
指
ノ
様
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
︑
其
不
明
ノ
処
ニ

指
テ
シ
ル
シ
ニ
ス
ル
也
︒
蓋
︑
毛
萇
カ
云
イ
ノ
コ
ス
処
ヲ
シ
ル
シ
テ
表
明
之
也
︒

︻
箋
解
︼

︹
一
・
�
︺
秋
風
辞

�
オ

秋
ハ
西
也
︑
金
也
︑
武
也
︑
色
ハ
白
キ
也
︒
天
子
兵
一
興
︑
則
四
夷
悉

眼
之
︑
高
祖
歌
︑
大
風
起
︱
云
心
也
︒
雲
飛
揚
ハ
︑
群
雄
共
起
ル
ヲ
云
ソ
︒
此

草
木
ノ
落
ト
云
ハ
︑
不
臣
ノ
族
ニ
比
也
︒︻
文
章
全
体
に
つ
い
て
︼

︹
一
・
�
︺
帰
去
来
辞

�
ウ

︻
帰
去
来
兮
︼
カ
エ
ン
ナ
ン
イ
ザ
ハ
︑
カ
ヘ
ン
ナ
ン
ナ
イ
サ
ハ
︑
カ
ヘ

ン
ナ
ン
イ
サ
︑
カ
ヘ
ン
ナ
ン
ハ
イ
サ
︑
カ
ヘ
ン
ナ
ン
ハ
イ
サ
ハ
︑
カ
エ
ン
ナ
ン

イ
サ
ヤ①

�
オ

︻
帰
去
来
兮
︼
カ
ヘ
リ
去
テ
ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
ノ
辞
也
︒
一
義
︑
イ
サ
カ

ヘ
ラ
ウ
ト
云
心
ソ
︒

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

七
八



�
オ

云
フ
心
ハ
孔
子
ノ
陳
ニ
イ
タ
時
ニ
︑
タ
ヽ
帰
レ
ハ
陳
ノ
君
ノ
ア
イ
テ
帰

ル
カ
ト
思
ハ
ン
ト
思
テ
︑
帰
歟
々
々
︑
吾
党
小
子
云
々
ト
云
タ
ヤ
ウ
ニ
︑
淵
明

モ
人
ニ
サ
カ
ワ
イ
テ
︑
田
園
将
㆑

荒
ト
云
テ
帰
ル
ト
ミ
レ
ハ
ヨ
イ
歟
︒︻
作
品
全

体
に
対
す
る
注
︼

12
オ

爰
ニ
ハ
ザ
マ
ツ
テ
ア
ル
ハ
不
審
也
︒
文
ノ
ト
マ
ラ
ウ
ス
処
テ
︑
亦
ヲ
コ

シ
タ
イ
テ
︑
卒
度
云
タ
ハ
心
得
カ
タ
イ
ソ
︒
古
本
ニ
モ
是
レ
ニ
ア
タ
リ
タ
マ
ワ

ヌ
ソ
︒︻
夫
天
命
︼

︹
一
・
�
︺
弔
屈
原
賦

12
ウ

︻
恭
承
嘉
︱
︼
賈
誼
ハ
死
罪
ニ
行
レ
ン
ス
ル
ガ
︑
流
罪
ニ
ヲ
コ
ナ
ハ

ル
ヽ
ホ
ト
ニ
︑
嘉

恵

（
朱
）ヨ
キ
メ
ク
ミ

ナ
リ
︒

12
ウ

︻
汨
羅
︼
文
選
ニ
ハ
メ
キ
ラ
ト
点
シ
テ
︑
ヨ
ム
時
ハ
ベ
キ
ラ
ト
ヨ
ム
ソ
︒

︹
一
・
�
︺
阿
房
宮
賦

18
ウ

︻
一
日
之
内
︱
︼
此
三
句
ハ
列
子
カ
琴
ヲ
ヒ
ク
事
ヲ
論
ヲ
以
テ
見
ハ
ヨ

カ
ル
ヘ
キ
歟
︒

18
オ

此
賦
ニ
焚
椒
蘭
之
證
拠
ニ
引
之
也
︒
秦
ノ
時
分
ハ
香
ハ
一
向
無
キ
ソ
︑

故
焚
椒
蘭
ト
云
ソ
︒
事
文
続
集
十
二
︑
程
秦
ノ
香
説
ニ
ア
リ
︒︻
焚
椒
蘭
也
︼

18
オ

︻
三
十
六
年
︱
︼
講
云
︵
中
略
︶
総
シ
テ
ハ
︑
十
三
カ
ラ
即
位
シ
テ
五

十
二
ニ
テ
死
ホ
ト
ニ
︑
在
位
ハ
三
十
八
年
也
︒
史
記
ニ
三
十
八
年
ノ
字
ヲ
ヲ
ト

ス
ニ
似
タ
リ
︒

20
オ

︻
秦
人
不
暇
︱
︼
此
賦
ニ
女
房
ノ
事
ヲ
多
ク
カ
イ
タ
ハ
如
何
︑
三
体
詩

ノ
赤
壁
之
詩
ノ
注
ヲ
ア
ワ
セ
テ
看
ハ
ヨ
カ
ル
ヘ
キ
ソ
︒

︹
一
・
�
︺
後
赤
壁
賦

29
オ

︻
畴
昔
之
夜
︱
︼
︵
中
略
︶
私
云
︑
環
翠
講
此
篇
時
︑
和
訓
曰
︑
畴
ハ
ヘ

タ
ツ
ル
ノ
義
也
︒
夜
ヲ
ヘ
タ
ツ
ル
時
ハ
︑
畴
昔
ハ
夕ユ
ウ

部ヘ

也
︑
畴
ハ
畠
ノ
ク
ロ
也②
︑

段
ニ
ヘ
タ
テ
ア
リ
︑
畴
字
ハ
此
ノ
義
也
︒

31
オ

桂
翁
云
︑
常
忠
講
︑
和
訓
曰
︑
畴
ハ
隔
義
也
︒
隔
㆑

夜
之
時
ハ
畴
昔
ハ

夕
部
也
︑
畠
畴
カ
段
々
隔
テ
ア
リ
︒
或
后
人
作
畴
夕
︑
又
作
畴
赤
︒
外
記
常
忠

義
ニ
畴
ハ
隔
義
︑
隔
夜
ノ
義
︑
畠
ノ
畴
タ
ル
ソ
︑
故
ニ
隔
義
ソ
︒
畴
赤
ト
モ
カ

ク
ソ
ト
云
ソ
︒︻
畴
昔
之
夜
︼

︹
一
・
�
︺
憎
蒼
蠅
賦

36
オ

︻
雖
死
而
不
悔
︱
︼
︵
中
略
︶
飛
入
テ
死
ス
ル
見
テ
︑
亦
其
ノ
友
ノ
蠅
モ

不
㆑

悔
シ
テ
飛
入
テ
ハ
死
ス
ル
ソ
︒

34
ウ

︻
止
棘
之
詩
︱
︼
ト
云
ハ
︑
蠅
ヲ
以
テ
︑
幽
王
ニ
比
テ
歌
タ
詩
ナ
リ
︒

今
云
心
ハ
︑
六
経
ニ
青
蠅
篇
ア
ル
ハ
︑
詩
人
ノ
博
学
ニ
テ
物
々
ノ
比
興
ヲ
精
ク

見
事
テ
シ
タ
ル
哉
ト
云
心
ソ
︒
ヨ
ウ
比
シ
テ
歌
タ
ル
詩
哉
ノ
心
ソ
︒
比
ト
云
ハ

譬
ヲ
后
ニ
シ
テ
云
イ
︑
興
ト
云
ハ
譬
ヲ
先
ニ
云
タ
心
ソ
︒

︹
37
ウ
・
巻
一
了
〕

︹
二
・
一
︺
師
説

38
オ

︻
師
説
︑
題
注
︼
是
ハ
︑
李
蟠
カ
十
七
歳
ニ
シ
テ
︑
文
法
ヲ
退
之
ニ
学

ヒ
ン③
ト
云
ホ
ト
ニ
感
シ
テ
作
師
説
送
之
ソ
︒
一
時
之
名
物
也
︒
題
注
︑
洪
氏
カ

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

七
九



子
厚
カ
中
立
カ
方
ヘ④
ノ
答
書
ヲ
引
載
タ
ソ
︒︻
不
顧
︱
︼
人
ノ
笑
ヲ
モ
不
㆑

顧
︑

為
人
之
師
ソ
︒
抗
顔
ハ
マ
イ
ラ
セ
カ
ヲ⑤
ニ
シ
テ
︑
理
運
ニ
人
ノ
師
ニ
成
ソ
︒
子

厚
ハ
退
之
ヲ
妬
テ
︑
少
謗
ル
心
ア
ル
ソ
︒
狂
人
ノ
名
ヲ
退
之
ハ
可
得
ソ
ト
云
心

ニ
︑
得
狂
名
ヲ

ト
云
ソ
︒

︻
余
観
︼
ト
ハ
︑
洪
氏
ニ
余
ナ
リ
︒
洪
氏
ハ
ア
リ
ノ
マ
ヽ
ニ
弁
シ
タ
ソ
︒
不
帰
㆑

柳
時
之
学
者
︑
帰
㆑(朱
)
ル
ヲ

韓
ニ

妬
忌
ノ
心
ア
ツ
テ
︑
如
㆑

此
子
厚
カ
云
ソ
︒︻
常

山
蛇
︼
ハ
両
頭
蛇
ナ
リ
︒
湖
翁
︑
常
蛇
ト
︑
キ
ル
ソ
仰
ラ
ル⑥
︑
中
ヲ
打
テ
ハ
両

頭
カ
助
此
ソ
︒
諸
葛
八
陣
図
モ
常
山
蛇
ヲ
形
取
テ
図
ス
ル
ソ
︒

39
オ

︻
彼
童
︱
︼
此
一
段
︑
難
解
ソ
︒
ホ
ト
ニ
謝
カ
手
ヲ
摧
テ
注
タ
ソ
︒
童

子
ニ
小
経
ヨ
リ
次
第
〳
〵
ニ
教
ル
ニ
︑
先
ツ
句
読
ヲ
キ
ル
事
ヲ
教
ル
ソ
︒
是
レ

般
ノ
ノ⑦
事
ヲ
教
ル
ツ
レ
ノ
師
ニ
ハ
︑
大
概
︑
学
カ
不
足
ナ
レ
ト
モ
成
ソ
︒
是
ハ

伝
道
解
惑
之
師
ト
ハ
云
マ
イ
ソ
︒

40
オ

︻
術
業
有
専
攻
︼︵
中
略
︶
専
攻
︑
攻
作
也
︑
習
也
︑
治
也
︒
習
イ
治
ル

心
ソ
︒
専
ラ
琢
キ
攻
ル
事
カ
ア
ル
ソ
︒

41
オ

︻
嗟
呼
︼
二
字
嘆
自
今
而
上
之
辞
也
︒
文
章
ノ
師
道
カ
久
ク
絶
タ
処
ヲ

嘆
息
ス
ル
ソ
︒

︹
二
・
�
︺
雑
説

42
ウ

︻
執
策
︱
︼
曲
礼
︵
中
略
︶
ア
ル
ベ
イ
ヤ
ウ
ニ
策
ツ
事
ハ
無
ウ
テ
︑
ム

サ
ト
タ
ヽ
イ
テ
悪
イ
馬
ト
云
ソ
︒
鳴
ト
モ
不
㆑

通
㆑

意
︑
食
事

不
㆑

飽
シ
メ

シ
テ
︑

ム
サ
ト
タ
ヽ
イ
タ
ハ
カ
リ
テ
千
里
ヲ
翔
ラ
ヌ
ト
云
テ
天
下
ニ
無
良
馬
ト
云
ソ
︒

45
オ

︻
嗚
呼
︱
︼
真
実
︑
馬
カ
無
テ
ハ
ナ
キ
ソ
︒
識
馬
者
カ
無
キ
ソ
︒
世
ニ

伯
楽
カ
無
ク
ハ
︑
馬
ノ
才
ハ
ア
ラ
ハ
レ
マ
イ
ソ
︒
○
詳
ニ
注
ヲ
ヨ
ク
シ
タ
ホ
ト

ニ
︑
文
段
ノ
本
意
ニ
不
審
モ
無
ホ
ト
ニ
︑
不
及
細
釈
也
︒

︹
二
・
�
︺
名
二
子
説

44
オ

東
山
天
隠
和
尚
︑
虞
邵
庵
﹁
載
笠
図
﹂
云
︑
蜀
人
載
笠
古
今
一
︑
宋
有

雪
堂
元
邵
庵
︒
東
坡
ハ
カ
リ
テ
モ
ナ
ク
︑
伯
生
モ
載
笠
ナ
リ
︒
坡
老
ニ
比
シ
テ

云
ト
テ
︑
論
ア
ル
事
也
︒
伯
生
載
笠
モ
ア
ル
事
ソ
︒
邵
ヲ
陶
庵
ト
モ
云
ソ
︒

44
ウ

︻
不
外
飾
︱⑧
︼
坡
老
ハ
︑
世
間
ノ
気
ニ
合
テ
︑
偽
テ
宜
シ
キ
様
ニ
物
ヲ

云
ハ
ヌ
︒
正
直
ニ
悪
ヲ
ハ
悪
ト
云
イ
︑
好
ヲ
ハ
好
ト
云
テ
︑
口
悪
ル
ニ
詩
ヲ
作

ル
ホ
ト
ニ
︑
詩
案
ニ
載
ラ
レ
テ
謫
遷
セ
ラ
ル
ヽ
︒
是
等
ヲ
不
外
飾
ト
云
タ
ソ
︒

軾
乎
ノ
字
ハ
論
語
云
﹁
参
乎
︑
吾
道
一
以
貫
﹂
之
字
ニ
効
テ
︑
呼
出
ス
義
ヲ
以

テ
︑
乎
字
ヲ
置
タ
ソ
︒

45
オ

軾
者
サ
ノ
ミ
所
為
モ
無
キ
者
也
︑
然
共
︑
車
中
ニ
軾
カ
無
レ
ハ
︑
完
車

テ
ハ
無
キ
ソ
︒
総
シ
テ
軾
ハ
車
前
横
木
テ
︑
人
ニ
礼
ヲ
ス
ル
時
ニ
軾
ニ
手
ヲ
ツ

イ
テ
礼
ヲ
ス
ル
也
︒
名
ニ
付
タ
心
ハ
︑
天
下
ニ
東
坡
カ
無
テ
ハ
叶
ハ
ヌ
者
テ
ハ

無
ソ
︒
然
ト
モ
︑
坡
カ
不
㆑

居
ハ
︑
完
全
ナ
ル
天
下
テ
ハ
有
マ
イ
ソ
︒︻
雖
然
去

軾
︑
則
吾
未
見
其
為
完
車
也
︼

45
オ
～
ウ

︻
莫
不
由
轍
︼
此
四
字
ヨ
リ
︑
子
由
ト
名
ソ
ト
云
義
ア
リ
︒
轍
︑

﹃
説
文
﹄
曰
︑
迹
也
ト
ア
リ
︒
車
輪
ノ
迹
ナ
レ
ハ
︑
虚
押
門
ニ
入
之
ソ
︑
轍
ハ

ワ
タ
チ
ソ
︒
車
ノ
透
タ
跡
ヲ
云
ホ
ト
ニ
︑
車
ノ
用
ニ
ハ
不
立
ソ
︒
然
レ
ト
モ
︑

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

八
〇



車
ヲ
推
セ
ハ
即
車
迹
ハ
無
テ
叶
ヌ
ホ
ト
ニ
︑
莫
不
由
轍
ト
云
ソ
︒
車
ノ
功
用
ニ

ハ
不
㆑

与
ソ
︒

44
ウ

︻
車
仆
馬
︱
︼
車
馬
カ
仆
レ
ト
モ
︑
患
ノ
轍
ニ
ア
ツ
カ
ル
事
ハ
無
ソ
︒

然
レ
ハ
轍
ハ
禍
福
之
中
間
底
ナ
ル
ソ
︒
車
ヲ
離
タ
ル
者
也
︒
サ
ル
程
ニ
禍
ニ
モ

福
ニ
モ
可
与
之
事
ナ
キ
ソ
︒
子
由
カ
在
世
之
間
︑
自
得
罪
過
︑
蒙
天
下
之
禍
タ

事
ハ
ナ
カ
ツ
タ
ソ
︒
坡
カ
罪
ヲ
救
テ
︑
謫
遷
ニ
ハ
ア
ル
ソ
︒
或
ハ
又
︑
坡
老
故

ニ
臣
ヲ
退
ラ
レ
タ
事
ハ
ア
リ
︑
自
己
ノ
為
ニ
禍
ヲ
得
タ
事
ハ
子
由
一
世
ニ
有
マ

イ
ソ
︒
故
ニ
轍
ト
名
ル
ソ
︒

︹
二
・
	
︺
進
学
解

54
オ

︻
題
注
︼
此
題
注
︑
字
誤
多
而
難
解
︒
桂
林
義
︵
漢
文
注
︑
略
︶︑
私
云
︑

東
都
ヲ
知
ス
ル
事
テ
ア
ラ
ウ
ト
也
︒
同
元
和
七
年
ニ
︑
国
子
博
士
ト
成
也
︒
同

官
ニ
幾
度
モ
成
タ
ト
見
タ
ソ
︒
三
為
博
士
ト
ハ
︑
貞
元
十
八
年
︑
元
和
元
年
︑

国
子
博
士
︑
同
元
和
七
年
国
子
博
士
︑
是
ヲ
三
博
士
ト
云
ソ
︒
三
年
博
士
ト
作

タ
コ
ト
カ
有
ソ
︒
文
ニ
テ
可
解
也
︒

54
ウ

︻
進
学
解
︱
︼
師
説
ト
︑﹁
此
進
学
解
ト
﹂︵
補
入
︶
ヲ
ハ
︑
退
之
︑
為
㆓

後
人
之
戒
㆒

画
㆑

之
也
︒
退
之
カ
︑
博
士
之
官
テ
ア
ツ
タ
時
︑
作
ス
ル
ソ
︒
問
答

シ
体
之
文
也
︒

54
ウ

︻
治
具
︱
︼
名
刑
賞
罰
ハ
治
之
具
︑
荘
子
注
︑
法
度
也
︒︻
必
張
︼
ト
ハ

不
怠
之
義
也
︒︻
幸
︼
ト
ハ
ア
ル
マ
イ
事
ニ
逢
ヲ
︑
為
㆑

幸
也
︒
元
和
八
年
癸
己

ニ
︑
此
進
学
解
ハ
作
タ
ト
︑
題
注
ノ
心
ニ
見
ヘ
タ
ソ
︒

54
ウ

︻
爬
︼
ハ
把
ト
同
者
ソ
︒︻
羅
︼
ハ
ア
ミ
ソ
︒︻
剔
︼
ハ
コ
ソ
ク
ル
心
ソ
︒

︻
抉
︼
ハ
ク
ジ
ル
心
ソ
︒
必
竟
︑
何
ヲ
モ
人
才
ヲ
不
漏
シ
テ
︑
善
人
ヲ
登
傭
ス

ル
心
ソ
︒︻
爬
羅
剔
抉
刮
垢
磨
光
︼

56
オ

︻
墜
緒
︱
︼
儒
道
カ
頽
レ
テ
︑
茫
々
ト
乱
レ
テ
ア
ル
処
ヲ
緒
ヲ
ツ
キ
ア

ツ
メ
テ
︑
善
ク
一
ツ
ニ
ツ
キ
合
テ
︑
中
興
シ
タ
ソ
︒
先
生
ノ
独
︑
旁
ク
捜
求
テ
︑

遠
ク
相
招
ク
ソ
︒

57
ウ

︻
左
氏
浮
︱
︼
春
秋
ハ
一
字
モ
ヌ
タ
ニ⑨
無
イ
ソ
︒
伝
ハ
カ
サ
ツ
テ
ウ

ヤ
〳
〵
シ
ク
テ
︑
ウ
ソ
サ
ウ
ナ
事
カ
ア
ル
ソ
︒
左
丘
明
作
伝
︑
孔
子
作
経
也
︒

左
丘
明
カ
︑
孔
子
ノ
経
ヲ
尺
︵
釈
︶
タ
カ
︑
辞
ヲ
ウ
ツ
ク
シ
ウ
︑
ア
カ
ヲ
イ
テ

シ
タ
ソ⑩
︒

57
ウ

︻
左
右
其
宜
︼
云
心
ハ
︑
七
歳
ヨ
リ
文
ヲ
学
タ
ホ
ト
ニ
︑
文
章
ノ
上
ハ

左
ヘ
ス
ル
モ
︑
右
ヘ
ス
ル
モ
ヒ
ヤ
ウ
シ
カ
合
ソ
︒

57
ウ

︻
然
而
公
不
見
信
︼
是
ヨ
リ
一
転
シ
テ
難
ス
ル
ソ
︒
前
ノ
有
司
不
公
ト

云
処
ヲ
云
ソ
︒
如
此
学
文
シ
タ
人
ナ
ル
カ
︑
不
審
ア
ル
ト
弁
難
ス
ル
ソ
︒

58
オ

︻
冗
不
見
治
︼
︵
漢
文
注
︑
略
︶

治

（
朱
）ヲ
サ
〳
〵
シ
キ

ト
ハ
シ
ツ
ト
リ
ト
シ
テ
︑
ハ

タ
ラ
カ
イ
テ
居
事
ソ
︒
官
ニ
居
レ
ト
モ
︑
朝
廷
ニ
ハ
居
ス
︑
処
々
へ
謫
遷
セ
ラ

ル
ヽ
ホ
ト
ニ
閙
ニ
忽
々
ト
シ
タ
ソ
︒

58
オ

︻
命
与
仇
︱
︼
命
ハ
天
命
ヲ
云
ソ
︒
仇
ト
ハ
︑
讒
ニ
セ
ラ
ル
ヽ
事
ソ
︒

心
ハ
イ
カ
ニ
シ
ソ
コ
ナ
ヘ
ト
モ
︑
天
命
カ
尽
ネ
ハ
取
リ
直
ス
カ
︑
此
人
ハ
天
命

モ
棄
タ
ト
見
ヘ
タ
︑
命
ト
仇
ト
カ
合
タ
人
テ
ア
ル
ソ
︒

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

八
一



59
オ

︻
宰
相
之
方
也
︱
︼
孟
子
ハ
孔
子
ノ
道
ヲ
四
代
目
ニ
伝
ヘ
タ
ソ
︒
孔
曽

思
孟
ソ
︒
孟
子
ハ
︑
斉
宣
梁
恵
等
ノ
君
ニ
見
ヘ
ア
ル
イ
タ
ヲ
云
ナ
リ
︒
戦
国
ノ

末
ニ
出
テ
︑
道
ヲ
説
テ
ア
ル
イ
タ
レ
ト
モ
サ
ヌ
ミ
用
レ
タ
事
モ
無
テ
老
タ
ソ
︒

此
ニ
迂
遠
ノ
字
ハ
︑
孟
子
ニ
迂
闊
ト
見
ル
歟
︑
可
着
眼
ソ
︒

59
オ

︻
逃
讒
于
楚
︱
︼
儒
道
ニ
ハ
功
ヲ
成
タ
者
ナ
レ
ト
モ
︑
讒
言
ニ
逢
テ
︑

楚
国
ノ
方
ヘ
逃
レ
テ
終
ニ
サ
セ
ル
事
モ
無
テ
︑
蘭
陵
ト
云
所
テ
︑
死
タ
ソ
︒
是

モ
用
ラ
レ
ヌ
ソ
︒

59
オ

︻
遇
於
世
何
如
也
︼︵
漢
文
注
︑
略
︶
古
聖
人
之
域
ニ
入
テ
︑
儒
道
ヲ
伝

テ
︑
名
儒
ナ
レ
ト
モ
時
世
ニ
逢
事
稀
ナ
ル
ハ
如
何
ト
云
心
ソ
︒

58
ウ

︻
動
而
得
︱
名
亦
︼︵
漢
文
注
︑
略
︶
人
カ
謗
テ
︑
愈
カ
悪
名
ヲ
云
立
テ

上
ヘ
ヽ
申
シ
挙
レ
ハ
︑
ソ
レ
ニ
ツ
イ
テ
名
カ
猶
々
上
ル
ソ
︒

59
ウ

︻
投
閑
置
散
︱
︼
閑
官
散
職
ノ
テ
イ
カ
︑
吾
カ
分
際
ニ
似
合
タ
ソ
︒
吾

カ
身
ヲ
閑
散
ニ
置
カ
︑
吾
分
際
ニ
チ
ヤ
ウ
ト
合
タ
ソ
︒
散
ハ
散
々
ノ
心
ソ
︒

60
オ

︻
是
所
謂
詰
匠
氏
︱
︼
云
心
ハ
︑
一
向
ノ
白シ
ラ

人ウ
ト

ノ
医
者
ヲ
モ
セ
ヌ
者
︑

上
手
ノ
医
者
ノ
良
薬
昌
陽
ヲ
以
テ
︑
年
ヲ
引
ル
事
ヲ
ス
レ
ハ
詰
テ
︑
何
カ
昌
陽

テ
年
カ
引
ン
ソ
︒
狶
苓
テ
コ
ソ
︑
年
ヲ
延
ウ
ツ
レ
ト
云
︒
又
︑
一
向
ニ
細
工
ヲ

モ
セ
ヌ
︑
白
人
ノ
大
工
カ
杙
ヲ
以
テ
コ
ソ
大
屋
ハ
立
ラ
レ
ウ
ツ
レ
ナ
ン
ト
ヽ
云
︑

知
ラ
ヌ
事
ヲ
知
タ
顔
ヲ
シ
テ
︑
吾
カ
分
際
モ
無
ウ
テ
人
ヲ
悪
ク
云
テ
︑
ソ
シ
ル

者
ト
愈
モ
同
者
ソ
︒
公
不
信
人
︑
私
不
助
友
︑
命
与
仇
謀
ル

︑
シ
ン
退
テ
居
テ
︑

人
ノ
孤
ヲ
サ
シ
テ
云
イ
タ
テ
ハ
︑
咲
イ
事
ソ
︒
小
官
テ
人
ノ
師
ニ
可
成
事
ハ
汗

顔
ナ
事
哉
ト
謙
ス
ル
辞
也
︑
匠
氏
カ
柱
ヲ
立
ル
ハ
宰
相
ノ
方
︑
伐
為
柱
ハ
愈
カ

方
ソ
︒
昌
陽
ヲ
用
ハ
宰
相
ノ
方
︑
狶
苓
ハ
愈
カ
方
ヘ
見
タ
カ
ヨ
キ
ソ
︒
上
ツ
ラ

ハ
︑
此
分
ニ
謙
シ
タ
ヤ
ウ
﹁
テ
﹂
︵
朱
︶
テ
︑
底
テ
ハ
吾
カ
身
ヲ
高
ブ
リ
テ
云

ソ
︒

︹
巻
二
了
︑
第
一
冊
了
〕

第
二
冊

︹
巻
三
︺
�
オ
～
�
ウ

書
入
れ
抄
は
僅
か
︒
仮
名
抄
な
し
︒

︹
四
・
冒
頭
︺
記
類⑪

�
オ

左
史
紀
事
︑
右
史
記
言
ト
云
テ
︑
天
子
左
右
ノ
史
官
カ
︑
天
子
言
並
事

ヲ
︑
即
左
史
右
史
カ
記
ス
ル
ソ
︒
叢
林
ノ
長
老
ニ
モ
︑
書
記
ノ
官
ア
ツ
テ
記
之
︒

今
﹁
記
﹂
之
文
之
体
ハ
︑
何
事
ヲ
モ
ア
リ
メ
ノ
タ
ケ
ヲ
記
書
ス
ヲ
記
ト
云
ソ
︒

�
ウ

私
謂
︑
棗
木
梅
花
者
板
木
也
︑
イ
ツ
レ
モ
堅
キ
木
也
︑
又
ハ
梅
花
様
子

ノ
字
歟
︒
小
粟
里
ノ
陶
宋
義
カ
﹃
輟
耕
録
﹄
ニ
︑
蘭
帖
ノ
板
カ
一
百
七
十
刻
ア

リ
︑
ソ
レ
ヲ
十
冊
ニ
分
テ
撰
ソ
︒
甲
集
之
部
ニ
十
二
刻
︑
乙
集
ニ
十
三
刻
ノ
下

注
ニ
云
︑
旧
梅
花
新
桜
花
ト
ア
リ
︒
丙
集
ニ
十
刻
ノ
下
注
云
︑
福
州
棗
木
ト
ア

ル
ソ
︒
コ
レ
ヲ
以
テ
見
レ
ハ
︑
梅
花
ト
云
モ
︑
梅
ノ
木
ノ
堅
イ
ヲ
板
木
ニ
ス
ル

マ
テ
ソ
︒

︹
四
・
�
︺
蘭
亭
記

�
ウ

︻
天
朗
気
清
︼
ト
云
語
ヲ
春
ノ
気
ニ
テ
ハ
ナ
キ
ト
テ
︑
昭
明
太
子
ハ
ナ

セ
ニ
文
選
ニ
ハ
不
入
ソ
ヤ
︒
予
按
︑
﹃
文
選
﹄
十
五
︑
張
平
子
﹁
帰
田
賦
﹂
云
︑

﹁
於
㆑

是
︑
仲
春
今
月
時
□
清
メ
リ
云
々
︒
然
レ
ハ
春
ニ
シ
テ
気
清
ノ
語
ア
リ
ト
︒

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

八
二



太
子
何
ノ
与
張
平
子
而
不
与
王
羲
之
乎
︒

11
オ

瓢
謂
︑
此
点
ヲ
以
テ
読
メ
ハ
︑
義
難
㆑

消
シ

︒
此
点
ハ
先
徳
ノ
義
ト
云

ヘ
共
︑
私
ノ
点
ニ
﹁
尤
モ

不
ア
ラ
ス

㆓

能
不
ス
ン
バ

㆓

以
テ㆑

之
興
ヲ
コ
サ

㆒

懐
ノ

﹂
ト
読
テ
可
乎⑫
︒
尤
字
︑

猶
ト
音
通
︑﹁
ホ
ト
ニ
﹂︵
朱
︑
書
き
入
れ
︶
一
ニ
用
ル
ソ
︒
或
猶
字
ニ
ナ
イ
タ

本
モ
ア
リ
︒
大
勢
会
ス
ル
間
テ
懐
ヲ
起
イ
タ
カ
妙
ソ
︒

11
ウ

瓢
謂
︑︻
固
知
︱
︼
是
レ
ハ
羲
之
カ
心
ナ
ラ
ハ
︑
本
意
ニ
ア
ラ
サ
レ
ト

モ
︑
謝
安
カ
詩
ノ
万
殊
混
ス㆓

一
象
ニ㆒

安
ン
ソ

復
タ

覚
㆓

彭
殤
ヲ㆒

ト
云
ニ
︑
変
ス
ル
ノ

ミ
ナ
ラ
ス
死
ヲ
死
ト
シ
︑
生
ヲ
生
ト
シ
︑
彭
ヲ
彭
ト
シ
︑
殤
ヲ
殤
ト
シ
テ
︑
二

ニ
分
テ
コ
ソ
ハ
感
慨
ト
云
者
ハ
出
テ
タ
レ
︑
雖
然
︑
一
㆓

死
生
㆒

斉
㆓

彭
殤
㆒

事
ヲ

ハ
︑
世
人
ハ
不
㆑

能
㆑

喩
㆓

此
ヲ

於
懐
㆒

シ
テ
虚
誕
ト
シ
︑
妄
作
ト
シ
テ
︑
死
生
彭

殤
ヲ
分
テ
別
々
ト
看
ル
ソ
︒

︹
四
・
�
︺
独
楽
園
記

13
ウ

私
云
︑
洋
々
二
字
︑
在
于
楽
々
上
︑
畢
竟
︑
踽
々
ハ
︑
独
楽
容
ソ
︒
コ

レ
モ
独
楽
ノ
上
ソ
︒
□
ノ
美
盛
ナ
方
ソ
︒
天
地
ノ
間
ニ
ハ
︑
吾
カ
此
ヤ
ウ
ナ
楽

ニ
カ
ヘ
﹇
？
ラ
ル
ヽ
︑
虫
損
﹈
ハ
ア
ル
マ
イ
ソ
︒
ホ
ト
︑
独
楽
ト
云
ソ
︒
吾
レ

一
人
ノ
楽
ヨ
リ
外
ハ
無
キ
心
ソ
︒

︹
四
・
�
︺
酔
翁
亭
記

15
ウ

︻
太
守
楽
︼
ト
ハ
︑
私
謂
︑
智
者
楽
水
︑
仁
者
楽
水
︑
二
者
楽
山
︑
此

亭
︑
已
以
有
山
有
水
︑
太
守
亦
有
智
有
仁
︑
故
ニ
人
ト
境
ト
相
兼
テ
聖
人
ノ
古

ヘ
云
イ
シ
楽
也
︒

︹
四
・
�
︺
画
錦
堂
記

17
オ

︻
蓋
士
方
︱
庸
人
︱
︼
是
ヨ
リ
先
︑
困
窮
シ
タ
ル
人
ノ
事
ヲ
云
ソ
︒

17
オ

私
謂
︑
此
記
ニ
ハ
ニ
ワ
カ
大
名
ト
︑
モ
ト
ヨ
リ
ノ
﹁
大
名
ト
ヲ
論
ス
ル

ソ
︒
魏
公
ハ
モ
ト
ヨ
リ
ノ
﹂︵
補
入
︶
大
名
也
︑
蘇
秦
︑
買
臣
ハ
ニ
ワ
カ
大
名

ソ
︒
韓
公
ハ
根
本
ノ
無
限
者
ソ
︒
日
本
ナ
ラ
ハ
︑
細
川
殿
︑
畠
山
殿
等
ノ
類
ナ

ル
人
ソ⑬
︒
一
旦
ヨ
キ
事
ニ
逢
テ
︑
俄
大
名
ニ
成
タ
ル
類
テ
ハ
ナ
キ
ト
云
事
ヲ
ツ

ヨ
ウ
ヲ
セ
ラ
ル
ヽ
ソ
︒
文
ノ
意
モ
是
ヲ
以
テ
可
㆑

見
也
︒

19
ウ

︻
勒
之
︱
以
耀
後
世
︱
︼
︵
漢
文
注
︑
略
︶
此
段
ハ
︑
韓
公
ノ
生
来
往
行

ノ
イ
カ
メ
シ
イ
所
ヲ
述
ス
ル
ソ
︑
一
所
ニ
ホ
コ
リ
︑
一
郷
之
中
ニ
栄
ス
ル
カ
如

キ
人
テ
ハ
ナ
キ
ソ
︒

20
オ

湖
月
曰
︑
青
松
與
少
補
︑
初
会
ニ
聯
句
百
句
ア
リ
︒
松
句
云
﹁
両
武
奴

呼
仏
﹂︑
補
対
句
云
﹁
一
韓
迂
説
師
﹂
︑
此
句
ノ
点
ヲ
心
田
ニ
ト
レ
ハ
︑
一
韓
ハ

韓
雅
圭
ニ
熟
ス
ル
ホ
ト
ニ
如
何
ト
批
ス
ル
ソ
︒
補
ハ
如
々
居
士
ニ
一
韓
排
釈
氏

ト
ス
ル
ホ
ト
ニ
不
苦
ト
云
タ
ナ
リ
︒

20
オ

︻
勤
労
王
︱
而
夷
︱
︼︵
漢
文
注
︑
略
︶
夷
険
ハ
将
相
ニ
カ
ヽ
ツ
タ
ソ
︒

入
テ
相
ト
ハ
夷
ヲ
出
テ
︑
剣
難
ナ
辺
俗
ノ
夷
中
ニ
居
一
□
険
ソ
︒
平
夷
ナ
相
ニ

成
テ
モ
節
義
ノ
カ
ハ
ル
事
モ
無
ク
︑
険
テ
モ
同
ホ
ト
ニ
一
節
ソ
︒

︹
四
・
�
︺
喜
雨
亭
記

22
ウ

瓢
謂
︑
ナ
イ
者
ヲ
ア
リ
ト
シ
︑
ア
ル
者
ヲ
無
イ
ト
ス
ル
ソ
︒

22
ウ

題
注
ニ
︑
陳
伯
修
カ
非
具
眼
未
易
知
ト
云
タ
ハ
︑
此
末
句
ヲ
云
ソ
︒
例

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

八
三



ノ
東
坡
カ
禅
癌咒
テ
云
ソ
︒
太
空
冥
々
タ
ル
ヲ
取
テ
以
テ
︑
名
㆑

亭
ト
云
ハ
︑
道

理
ニ
不
堕
ソ
︒
道
理
モ
無
イ
処
ヲ
会
取
ス
ル
眼
ヲ
︑
吾
宗
ノ
本
分
ト
指
乎
︒
是

等
ノ
処
ハ
無
眼
子
テ
ハ
難
知
ソ
ト
︑
先
達
被
仰
也
︒
理
路
ニ
堕
処
ヲ
嫌
ソ
︒

︹
四
・
�
︺
岳
陽
楼
記

23
ウ

此
楼
︑
誰
人
カ
始
テ
造
ト
云
事
未
知
ソ
︒
唐
︑
開
元
年
中
︑
才
子
ト
モ

カ
此
楼
ニ
上
テ
遊
会
シ
タ
ソ
︒
宋
朝
ニ
成
テ
︑
滕
子
京
カ
巴
陵
郡
ノ
守
ニ
成
テ
︑

此
楼
ヲ
作
新
シ
タ
ソ
︒
ホ
ト
ニ
︑
希
文
作
記
タ
ソ
︒
天
下
ノ
勝
処
ソ
︒

24
オ

私
︑
越
ノ
字
ハ
後
ノ
日
数
ヲ
云
ニ
書
ソ
︒
粤
ト
同
シ
︒

24
ウ

︻
注
︑
立
二
柱
︼
或
人
云
︑
二
字
訛
ス
ル
歟
︑
一
柱
ト
ア
ル
ヘ
シ
︒
下

ノ
注
ニ
モ
此
亦
一
柱
ト
ア
ル
ソ
︒
其
時
ハ
上
ハ
悲
ノ
一
柱
ナ
リ
︑
下
ハ
喜
ノ
一

柱
ソ
︒
又
一
義
ニ
ハ
︑
二
字
可
ナ
リ
︒
悲
喜
ノ
二
柱
ヲ
立
ル
ニ
︑
先
ツ
此
一
段

ハ
悲
ノ
方
ソ
︒
下
ノ
一
柱
ト
ア
ル
ハ
︑
二
柱
ノ
一
柱
ト
云
心
ソ
︒

24
ウ

私
謂
︑
前
ノ
悲
ノ
一
柱
ハ
遷
客
也
︑
下
ノ
喜
ノ
一
柱
ハ
騒
人
也
︒

24
ウ

︻
至
若
︱
︼
云
心
ハ
︑
下
ノ
文
カ
ラ
若
コ
ト
キ

ニ
至
ト
云
心
ソ
︒

︹
四
・
	
︺
子
陵
祠
堂
記

27
オ

此
注
ノ
義
ハ
光
武
與
子
陵
︑
発
端
ヨ
リ
同
シ
︑
タ
ケ
ク
ラ
ヘ
ニ
云
ホ
ト

ニ
︑
天
造
リ
地
マ
ウ
ク
ル
如
キ
ナ
リ
︒

︹
四
・
�
︺
黄
州
竹
楼
記⑭

29
ウ

山
光
ヲ
平
呑
シ
タ
ソ
︑
挹
ス
ト
ハ
︑
引
ヨ
ス
ル
心
ソ
︑
ダ
キ
コ
メ
タ
ソ
︒

︻
遠
吞
山
光
︼

29
ウ

︻
幽
闃
︱
︼︵
漢
文
注
略
︶
畢
竟
︑
言
ハ
︑
幽
深
闇
静
遠
遥
之
義
也
︒
楼

上
ノ
景
ハ
具
ニ
伏
テ
︑
云
ワ
ウ
ス
ル
様
モ
無
キ
心
ソ
︒

30
オ

︻
噫
吾
以
至
道
︱
︼
︵
漢
文
注
︑
略
︶
此
以
下
ヨ
リ
︑
元
之
カ
此
彼
ヘ
流

レ
テ
辛
労
シ
タ
事
ヲ
云
ソ
︒

32
オ

︻
災
清
︱
︼︵
漢
文
注
︑
略
︶
六
気
不
和
︑
災
清
︑
吾
カ
宰
相
ノ
官
ニ
ア

ル
故
乎
ト
思
テ
︑
官
ヲ
避
テ
引
籠
タ
ラ
ハ
︑
災
清
□
□
マ
イ
カ
ナ
ン
ト
ヽ
思
案

ア
ル
ソ
︒
位
ヲ
避
テ
︑
災
ヲ
祓
イ
除
ヘ
キ
歟
ト
思
フ
ソ
︒
ア
ラ
辛
労
ナ
ル
事
ヤ
︒

︹
四
・
�
︺
待
漏
院
記

31
オ

私
云
︑
此
待
漏
院
記
ハ
︑
始
ハ
大
波
ヲ
ウ
ツ
テ
ク
ル
ヤ
ウ
ニ
云
テ
︑
ヲ

ク
ヘ
ム
イ
テ
︑
一
向
ニ
ヲ
ウ
波
ノ
勢
無
シ
︒
題
注
ノ
評
︑
コ
ヽ
ヲ
云
歟
︒

32
ウ

美
女
ヤ
美
玉
カ
ア
レ
ハ
︑
何
ト
ソ
方
便
ヲ
メ
ク
ラ
カ
シ
ハ
カ
リ
事
ヲ
運

シ
テ
︑
取
ン
ト
ス
ル
ソ
︒

33
オ

︻
相
君
︱
︑
時
君
︱
︼
︵
漢
文
注
︑
略
︶
言
ハ
悪
宰
相
カ
︑
天
子
ニ
ウ

マ
〳
〵
ト
悪
教
化
ヲ
云
ホ
ト
ニ
︑
天
子
モ
惑
乱
シ
テ
マ
ト
ウ
ソ
︒

33
オ

︻
死
下
獄
︼︵
漢
文
注
︑
略
︶
如
此
悪
宰
相
ナ
ラ
ハ
︑
幽
下
之
獄
中
ヘ
入

ル
ヽ
カ
︑
不
然
ハ
遠
国
ヘ
流
ス
カ
セ
ン
事
ナ
ル
カ
︑
ソ
レ
ハ
不
幸
乎
︒
サ
ア
ル

ト
ハ
云
マ
イ
︒
サ
ヤ
ウ
ニ
セ
イ
テ
ハ
叶
ヌ
道
理
チ
ヤ
ト
云
心
ソ
︒

34
オ

︻
棘
寺
︼
宰
相
ハ
︑
外
ヲ
ハ
刺
ノ
如
ニ
キ
ブ
ウ⑮
︑
内
心
ヲ
ハ
赤
心
ヲ
抱

カ
本
ソ
︒

34
オ

︻
用
規
于
︱
︼
是
ヨ
リ
以
後
ニ
宰
相
ニ
成
ラ
ン
人
タ
チ
︑
正
ト
反
ト
又

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻

八
四



備
負
ニ
ア
レ
ト
モ
︑
ナ
ン
テ
モ
ナ
キ
人
ト
ノ
事
ヲ
分
テ
待
漏
院
ノ
壁
ニ
書
テ
ヲ

ク
ホ
ト
ニ
︑
ヨ
ク
爰
ヲ
后
代
ノ
人
︑
宰
相
ニ
ナ
ラ
ン
人
ハ
爰
ヲ
ヨ
ク
鑑
ヨ
ト
云

ソ
︒
規
ハ
正
也
︑
誌
ハ
画
也
︒
執
政
ハ
宰
相
ヲ
指
ソ
︒
待
漏
院
ノ
座
右
銘
ソ
︒

︹
四
・
10
︺
諫
院
題
名
記

35
オ

︻
其
間
相
去
︱
︼
吾
カ
名
ヲ
好
テ
︑
利
潤
ヲ
求
テ
諫
ル
ト
︑
又
正
直
ニ

ア
リ
ヤ
ウ
ヲ
諫
ル
者
ト
ノ
間
ハ
イ
カ
ウ⑯
遠
ソ
︒
イ
カ
イ
道
ノ
ノ
リ
カ
遠
ソ
︒

︹
四
・
11
︺
袁
州
々
学
記

36
オ

︻
儒
効
︱
︼

人
材
又
放
失
シ
テ
サ
ル
ヘ
キ
才
モ
無
ホ
ト
ニ
︑
儒
効
モ
疎

遠
ナ
ホ
ト
ニ
天
子
ノ
意
旨
ニ
モ
叶
事
有
マ
イ
ソ
ト
懼
也
︒

36
オ
～
ウ

︻
通
判
頴
州
︼
□
君
カ
此
袁
州
人
ノ
不
覚
タ
ル
事
曲
事
ト
云
︑
□

処
ヲ
議
シ
テ
能
云
タ
ト
諫
カ
□
克
合
ヘ
リ
ト
云
義
也
︒
陳
君
ト
祖
君
ト
カ
︑
道

合
タ
ソ
︒

37
オ

︻
工
善
吏
勤
︱
︼﹃
黄
氏
日
抄
﹄
六
十
一
︑
周
礼
之
説
義
多
︒
一
ニ
ハ
春

ハ
入
㆑

学
習
㆑

舞
ソ
︒
舎
采
ハ
其
舞
ノ

者
︑
皆
香
菜
ヲ
持
ス
ル
ソ
︒
是
ヲ
舎
采
ト

云
ソ
︒
又
説
見
㆑

君
以
㆑

雉
為
㆑

摯
ニ
ヘ
ト

︑
見
㆑

師
以
㆑

菜
為
㆑

摯
︑
坊
主
ニ
ハ
見
ニ
ハ

野
菜
ヲ
以
テ
摯
ニ
シ
テ
見
ユ
ル
ナ
リ
︒
采
ハ
菜
也
︒
是
一
義
也
︒

又
説
ニ
学
者
ハ
︑
各
々
人
君
郷
大
夫
ノ
子
ト
モ
也
︒
采
色
ア
ル
衣
服
ヲ
キ
ル
ソ
︒

其
盛
服
ヲ
︑
減
損
解
釈
シ
テ
師
ニ
下
テ
学
ホ
ト
ニ
舎
采
ト
云
ソ
︒
是
又
一
義
也
︒

湖
月
云
︑
説
多
ト
云
ナ
リ
︒
毛
詩
ノ
簡
兮
篇
ニ
見
タ
ソ
ト
云
ソ
︒
諸
君
カ
野
菜

ヲ
以
テ
摯
ニ
シ
テ
︑
坊
主
ニ
見
ユ
ル
事
ソ
︒
師
房
ヘ
丁
ノ
日
ニ
出
仕
ス
ル
ソ
︒

有
㆑

日
ト
ヨ
ム
時
ハ
︑
楽
人
ニ
楽
ノ
舞
ヲ
学
フ
時
ノ
事
ナ
レ
ハ
︑
日
ヲ
ヘ
タ
方

ソ
︒
出
師
表
ニ
並
㆑

日
食
ト
ア
ル
︒
コ
ヽ
ノ
心
モ
同
歟
︒
連
日
学
習
ス
ル
ノ
心

ソ
︒注①

欄
外
に
﹁
帰
去
来
兮
﹂
を
掲
げ
︑
そ
の
下
に
以
上
六
つ
の
訓
み
方
を
一
行
ず
つ
改

行
し
て
横
に
並
べ
︑
各
訓
と
漢
字
句
と
を
朱
筆
で
蛸
足
状
に
結
ん
で
あ
る
︒﹁
彭
叔

守
仙
抄
古
文
真
宝
抄
﹂
に
も
こ
の
訓
み
の
羅
列
が
認
め
ら
れ
る
︒
こ
の
羅
列
は
︑
彭

叔
守
仙
の
注
釈
と
し
て
有
名
だ
っ
た
よ
う
で
︑
例
え
ば
︑
国
立
公
文
書
館
蔵
五
山
版

︵
林
羅
山
︑
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
︶
に
も
︑
欄
外
上
部
に
﹁
彭
叔
点
﹂
と
し
て
﹁
カ

ヘ
ン
ナ
ン
イ
サ
／
カ
ヘ
ン
ナ
ン
ナ
イ
サ
ハ
／
カ
ヘ
ン
ナ
ン
イ
サ
ハ
／
カ
ヘ
ン
ナ
ン
ハ

イ
サ
ハ
／
カ
ヘ
ン
ナ
ン
ハ
イ
サ
﹂
の
書
入
れ
が
あ
る
︒

②

﹁
ク
ロ
﹂
田
の
境
界
を
な
す
地
面
︵
﹃
時
代
別
﹄﹁
く
ろ
﹂
︶︒﹁
C
u
ro

ク
ロ
︵
畔
)

例
︑
T
a
n
o
c
u
ro
.︵
田
の
畔
︶
田
に
沿
っ
て
︑
ま
た
は
︑
田
と
田
の
間
に
あ
る
耕
作

を
し
な
い
所
︒︵
邦
訳
日
葡
辞
書
・
p
.1
7
1
︶

③

上
二
段
活
用
﹁
学
ぶ
﹂
に
助
動
詞
﹁
ン
︵
ウ
︶
﹂
が
付
い
た
も
の
︒

④

﹁
柳
子
厚
が
韋
中
立
に
答
え
た
書
を
︑
洪
氏
が
載
せ
た
﹂
の
意
︒

⑤

﹁
ま
い
ら
せ
顔
﹂
は
︑﹃
日
本
国
語
大
辞
典
﹄︑
﹃
時
代
別
国
語
大
辞
典

室
町
時
代

編
﹄
等
に
も
記
載
が
な
い
︒
﹁
抗
顔
﹂
は
﹁
た
か
ぶ
っ
た
顔
︒
強
顔
︒﹂︵
大
漢
和
辞

典
︶
と
さ
れ
︑﹁
理
運
﹂
は
︑
自
分
の
論
理
や
主
張
を
押
し
通
す
こ
と
を
い
う
︒﹁
ま

い
ら
せ
顔
﹂
は
︑﹁︵
献
上
物
の
よ
う
に
︶
も
っ
た
い
ぶ
っ
た
様
子
で
﹂
と
い
っ
た
意

味
か
︒

⑥

原
文
マ
マ
︒
原
本
の
朱
点
の
位
置
に
読
点
を
入
れ
て
い
る
︒
﹁
切
る
ぞ
仰
せ
ら
る
﹂

︵
切
る
ぞ
と
仰
っ
た
︶
か
︒

⑦

原
文
マ
マ
︒﹁
般
﹂
は
︑
同
種
と
い
っ
た
意
で
訓
み
は
﹁
た
ぐ
ひ
﹂
か
︵
同
時
期

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻
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の
古
辞
書
に
は
な
い
︶︒

⑧

こ
の
抄
文
に
続
け
て
︑﹁︻
車
仆
馬
︱
︼
車
馬
カ
仆
レ
ト
モ
⁝
﹂
の
抄
文
が
あ
る
︒

こ
の
状
況
か
ら
︑
本
資
料
の
仮
名
抄
文
は
︑
二
つ
以
上
の
資
料
︵
先
行
抄
︶
に
基
づ

く
可
能
性
が
高
い
︒

⑨

﹁
ぬ
た
に
﹂
は
︑﹁
し
か
る
べ
き
節
度
や
け
じ
め
が
失
わ
れ
て
︑
事
が
い
い
か
げ
ん

に
な
さ
れ
る
さ
ま
で
あ
る
こ
と
﹂︵﹃
時
代
別
﹄﹁
ぬ
た
﹂︶︒﹁
N
u
ta
n
a
.
l,
n
u
ta
n
a
-

m
o
n
o
.
ヌ
タ
ナ
︒
ま
た
は
︑
ヌ
タ
ナ
モ
ノ
︵
ぬ
た
な
︑
ま
た
は
︑
ぬ
た
な
者
︶
垢
づ

い
た
き
た
な
い
︵
人
︶
行
儀
の
悪
い
︵
人
︶︑
不
注
意
な
︵
人
︶︑
怠
惰
な
︵
人
︶︒﹂

︵
邦
訳
日
葡
辞
書
p
.4
7
8︶

⑩

﹁
ア
カ
ヲ
ヽ
イ
テ
﹂
は
︑
東
洋
文
庫
蔵
古
活
字
版
書
入
れ
抄
︵
請
求
記
号
三
︱

A
︱

e︱
1
6︱
0︶
に
︑﹁
ア
ヤ
ヲ
ナ
イ
テ
﹂
と
あ
る
︒

⑪

文
の
種
類
の
説
明
︒
原
典
の
五
山
版
に
は
︑﹁
記
類
﹂
に
つ
い
て
の
注
釈
は
な
く
︑

こ
の
箇
所
︵
?
オ
～
ウ
︶
の
抄
文
の
典
拠
は
未
詳
︒

⑫

彭
叔
の
訓
み
は
︑﹁
尤
も
能
く
こ
れ
を
以
て
懐
の
興
さ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
﹂
か
︒
静

嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
に
は
︑﹁﹁
尤
ト
モ

不
㆘
㆑

能
ク

不
サ
ル
事

以テ
㆗
㆑

之レ
ヲ

興
ヲ
コ
サ

㆖
㆑

懐
ク
ワ
イ
ヲ

﹂︵
五
山
版
・

四
�
ウ
︶
の
点
が
あ
る
︒
な
お
︑
清
韓
版
で
は
︑﹁
尤
も
こ
れ
を
以
て
懐
を
興
せ
ざ

る
こ
と
能
は
ざ
ら
ん
や
﹂
と
い
う
点
が
付
く
︒

⑬

﹁
畠
山
殿
﹂
は
︑
何
ら
か
の
文
字
を
消
し
て
上
書
き
し
て
あ
る
︒
解
説
で
述
べ
た

よ
う
に
︑
彭
叔
守
仙
と
能
登
畠
山
氏
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
︒

⑭

以
下
︑
仮
名
抄
は
︑
小
字
双
行
注
に
な
る
︒
東
洋
文
庫
蔵
古
活
字
版
書
き
入
れ
抄

で
も
同
じ
く
双
行
注
に
な
る
︒

⑮

抄
物
に
用
例
が
多
い
形
容
詞
﹁
き
ぶ
い
︵
酷
︶﹂
は
︑
室
町
期
の
口
語
で
広
く
用

い
ら
れ
た
語
で
︑
人
の
性
格
︑
法
令
・
政
治
︑
味
覚
︑
自
然
現
象
等
に
つ
い
て
︑
そ

の
影
響
を
被
る
人
・
物
に
害
を
与
え
る
ほ
ど
強
い
こ
と
や
激
し
い
こ
と
︑
鋭
い
こ
と

を
表
す
︒
特
に
︑
人
の
性
格
を
言
う
場
合
が
多
く
︑
他
人
か
ら
怖
が
ら
れ
る
鋭
さ
や

強
さ
が
あ
る
こ
と
を
表
す
︵
山
本
二
〇
〇
五
︑
参
照
︶︒

⑯

形
容
詞
﹁
い
か
い
︵
厳
︶﹂
は
︑
物
の
大
き
さ
や
程
度
の
甚
だ
し
さ
を
表
す
室
町

期
の
口
語
で
︑
近
世
以
降
に
も
特
に
上
方
語
で
広
く
用
い
ら
れ
る
︒
形
容
詞
﹁
お
お

き
い
﹂
の
発
生
の
遅
れ
と
関
わ
っ
て
︑
現
在
方
言
で
も
広
い
地
域
に
残
る
︵
坂
詰
二

〇
〇
〇
︑
山
本
二
〇
〇
六
︑
参
照
︶
︒

︹
付
記
︺

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
ご
許
可
頂
い
た
︑
静
嘉
堂
文
庫
︑
真
言
宗
御
室
派
総

本
山
仁
和
寺
︑
東
洋
文
庫
︑
国
立
公
文
書
館
︑
同
志
社
大
学
文
学
部
に
記
し
て

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
︒

︿
資
料
紹
介
﹀
静
嘉
堂
文
庫
蔵
五
山
版
﹃
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
﹄
書
入
れ
仮
名
抄

解
説
・
翻
刻
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